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洋装の嘉納治五郎

特 集 人間 嘉納治五郎を語る
（第３回）教育のこと、天下これより偉なるはなし～教育者としての嘉納治五郎～

一世化育の書

東京高等師範学校正門（御茶の水）

左から　茗渓会理事長 江田昌佑さん
　　　　筑波大学教授 真田 久さん
　　　　茗渓会理事 日本体育大学教授 阿江通良さん

第 16 回 茗渓会賞顕彰式
筑波大学において　平成 29 年 11 月 25 日（P.14 〜 15 参照）



茗
渓
会
賞（
社
会
貢
献
活
動
功
労
者
）
第
16
回
顕
彰
か
ら

絵本の読み聞かせで食物アレルギーの
啓発活動を行う栗田洋子さん　　　　

被災地の再生のために
河津桜植樹活動を続ける

［おだか千本桜プロジェクト］

フィリピン支援に取り組む今田勝さん

外国人支援と国際交流活動を続ける
［ボランティアグループ「虹の会」］

災害ボランティア活動に尽力する
米沢智秀さん

居場所を求める子どもたちに寄り添う
活動を続ける

［KAKECOMI］

盆踊りを通して地域との交流活動を続ける
［盆 LIVE 2017］

視覚障害者に読書の喜びを伝えるために
点訳活動を行う東久美子さん　　　　　

（
P. 

14
〜
15
参
照
）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
が
各
地
を
襲
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
、
一
日
も
早
い
日

常
へ
の
復
帰
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

お
正
月
は
、
希
望
に
満
ち
、
そ
し
て
新
し
い
計
画
を
盛
り
込
ん

だ
向
上
の
意
気
に
燃
え
る
気
概
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

新
し
い
年
に
な
り
、
二
年
半
後
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
諸
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

先
の
ʼ64
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
社
会
の
戦
後
復
興
の

成
果
と
し
て
、
ま
た
我
が
国
将
来
の
発
展
の
基
盤
構
築
な
ど
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
態
勢
で
進
行
し
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
当
時
の
わ
れ
わ
れ
の
日
常
も
希
望
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
大
会
組
織
委
員
会
事
務
総
長
の
武
藤
敏
郎
氏
は
、
東
京

⚒
⚐
⚒
⚐
大
会
の
意
義
に
つ
い
て
、
新
聞
誌
上
を
通
し
て
次
の
よ

う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。⽛
日
本
か
ら
発
信
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
価
値
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
全

世
界
に
伝
え
ら
れ
る
。
人
生
に
感
動
を
与
え
、
社
会
を
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
変
化
さ
せ
る
〝
ス
ポ
ー
ツ
に
留
ま
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
価

値
〟
を
、
人
々
の
心
に
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
鮮
烈
に
残
す
こ
と
。⽜
と

述
べ
て
い
ま
す
。
意
義
の
あ
る
東
京
大
会
と
し
て
大
成
功
さ
せ
、

そ
し
て
将
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
価
値
あ
る
貢
献
が
で
き
る
よ

う
に
、
今
ま
た
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い

も
の
で
す
。

昨
年
11
月
末
、
大
会
組
織
委
員
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
運
営
手
法
等
の
共
有
を
図
る
た
め
〝
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
議
会
〟
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
ま
と

め
役
に
同
窓
の
岡
崎
助
一
氏
（
昭
和
43
年
体
卒
）
が
就
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
氏
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
大
会
に
関
連
し
て
、
益
々
多
く
の
同
窓
の
方
々
が
、
大

会
役
員
等
、
運
営
の
多
方
面
に
わ
た
っ
て
関
わ
ら
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
片
や
、
競
技
選
手
と
し
て
、
母
校
現
役
学
生
、

卒
業
生
、
更
に
附
属
学
校
関
係
か
ら
多
く
の
方
々
が

出
場
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
競
技
者
の

方
々
は
、
大
会
ま
で
よ
り
進
化
・
向
上
の
た
め
に
最

善
の
努
力
の
日
々
が
続
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
挙
っ

て
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
よ
い
成
果
が
得
ら

れ
ま
す
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
明
治
維
新
150
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。

全
国
的
に
様
々
な
周
期
年
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

わ
が
国
の
近
代
化
は
明
治
維
新
後
か
ら
急
速
な
変

革
を
遂
げ
ま
し
た
。
明
治
⚕
年
、
教
育
制
度
の
整
備

を
進
め
る
た
め
、
母
校
は
師
範
学
校
と
し
て
、
わ
が

国
最
初
の
教
育
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
万

人
周
知
の
こ
と
で
す
。
茗
渓
の
創
基
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
皇
陛
下
の
ご
退
位
の
日
程
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
程
な
く
、

わ
が
国
に
と
っ
て
も
大
き
な
皇
位
継
承
と
改
元
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

維
新
か
ら
150
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
⚒
度

目
の
開
催
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
茗
渓
創
基
150
年
は
、
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
到
来
し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
、
わ
れ
わ
れ
茗
渓
人
が
、
先
達
の
高
邁
な
志
や
誇

り
高
き
茗
渓
会
の
伝
統
に
思
い
を
馳
せ
、
は
た
ま
た
、
将
来
に
わ

た
っ
て
本
会
の
発
展
を
期
し
、
茗
渓
創
基
150
周
期
年
の
夢
あ
る
記

念
事
業
を
興
し
て
、
茗
渓
の
仲
間
に
役
立
ち
、
よ
り
絆
を
深
め
る

互
助
事
業
と
し
て
企
画
し
よ
う
と
す
る
強
い
希
望
が
出
始
め
て
い

ま
す
。
本
会
に
と
っ
て
活
力
の
出
る
ま
こ
と
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が

全
国
茗
渓
会
々
員
の
皆
様
に
対
し
、
本
会
の
益
々
の
発
展
の
た

め
に
、
ご
鞭
撻
ご
協
力
を
切
望
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

3

一般社団法人 茗渓会
理事長

江田 昌佑

新
年
の
ご
挨
拶

最近の茗渓会館
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
の
皆
様
に
は
、
旧
年
中
は
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
学
の
建
学
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、⽛
あ
ら
ゆ
る
面

で
開
か
れ
た
大
学
⽜
で
あ
り
、⽛
不
断
の
大
学
改
革
⽜
で
す
。
本
学

は
こ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
方
を
謳
っ
た
⽛
新
構
想
大
学
⽜
か
ら
、

未
来
を
想
像
し
、
未
来
を
創
造
す
る
知
を
生
み
、
知
を
継
承
し
牽

引
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
⽛
未
来
構
想
大
学
⽜
へ
と
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら
な
る
挑
戦
と
冒
険
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
学
生
も
教
職
員
も
伸
び
伸
び
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
大
学
の
活
動
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

教
育
に
関
し
て
は
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
型
の
学
問
領
域
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
一
方
で
数
多
く
の
学
際
融
合
型
の
斬
新
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
大
学
院
課
程
の

研
究
科
・
専
攻
と
い
う
シ
ス
テ
ム
か
ら
学
生
の
視
点
に
立
脚
し
た

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ス
テ
ム
へ
の
全
学
的
な
移
行
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
学
士
課
程
の
学
群
・
学
類
シ
ス
テ
ム
と
同
様
な
仕
組
み
へ

の
移
行
で
す
。
大
学
院
教
育
で
は
、
昨
年
⚙
月
に
⚒
つ
の
国
際
ジ

ョ
イ
ン
ト
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。
引
続
き
、

国
際
的
な
通
用
性
・
信
頼
性
の
向
上
、
国
際
競
争
力
の
強
化
、
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成
、
学
生
・
教
員
等
の
流
動
性
の

向
上
な
ど
に
繋
が
る
よ
う
、
更
に
大
学
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

研
究
面
に
関
し
て
は
、
基
礎
科
学
お
よ
び
応
用
科
学
の
両
面
に

お
い
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
お
お
よ
そ
⚑
年
前
に
、
東
京
大

学
と
共
同
運
用
を
始
め
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
る

O
akforest‒PA
CSは
、
運
用
開
始
時
点
で
我
が
国
に
お
け
る
最

速
の
計
算
能
力
を
持
ち
、
昨
年
は
ス
ト
レ
ー
ジ
（
日
常
の
業
務
を

行
う
サ
ー
バ
と
デ
ー
タ
を
保
管
す
る
ス
ト
レ
ー
ジ
、
お
よ
び
そ
れ

ら
の
装
置
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
全
体
の

構
成
）
性
能
ラ
ン
キ
ン
グ
を
示
すIO
-500

リ
ス
ト
に
お
い
て
、
世

界
最
高
性
能
シ
ス
テ
ム
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

⚔
月
に
は
、
人
工
知
能
科
学
セ
ン
タ
ー
（C-A

IR

）
を
設
置
し
、

人
工
知
能
に
関
す
る
先
進
的
研
究
を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
し
ま

し
た
。
加
え
て
、Society5.0

の
中
心
概
念
は
未
だ
に
は
っ
き
り

と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
学
は
科
学
技
術
の
社
会
へ
の
実
装
で

あ
る
と
理
解
し
、
関
連
研
究
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
外
部
資
金
獲
得
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
産
学
官

連
携
活
動
に
お
い
て
は
、
技
術
移
転
が
現
実
に
起
こ
り
、
そ
れ
が

社
会
経
済
の
変
革
に
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
に
重
点
を
置
い
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
促
進
に
つ
い
て
も
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。
本
学
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
⽛
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
創
成
支
援
⽜
事
業
に
お
い
て
、
特
に
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ

100
を
目
指
す
力
の
あ
る
大
学
を
支
援
す
る
⽛
タ
イ
プ
Ａ
⽜
に
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
事
業
の
基

本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
⽛
世
界
中
の
教
育
研
究
に
関
わ
る
リ
ソ
ー

ス
を
活
用
す
る
⽜
と
と
も
に
、⽛
本
学
の
研
究
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を

世
界
に
向
け
て
オ
ー
プ
ン
化
す
る
⽜
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
考

え
方
を
表
す
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、⽛
教
育
研
究
の
ト
ラ
ン
ス

ボ
ー
ダ
ー
化
の
推
進
⽜
で
す
。
そ
の
中
核
を
な
す
の
が
、
本
学
と

国
内
外
の
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
た
か
も
一
体
化
し
た
か
の
よ
う
に
、
組
織
や
国
の
ボ
ー
ダ
ー

を
超
え
て
、
学
生
や
教
職
員
・
研
究
者
が
自
由
に
教
育
研
究
交
流

で
き
る
環
境
を
実
現
す
るCam

pus‒in‒Cam
pus

構
想
で
す
。

現
在
、
ボ
ル
ド
ー
大
学
、
国
立
台
湾
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
ア
ー
バ
イ
ン
校
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
、
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
学
、

ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
と
提
携
し
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、
昨
年
、
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

付
け
で
有
名
な
T
IM
ES
H
IGH
ER
ED
U
CA
T
IO
N
が
、
世
界
の

国
際
化
さ
れ
た
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
本
学
は

我
が
国
に
お
い
て
⚒
番
目
に
国
際
化
の
進
ん
で
い
る
大
学
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
本
学
と
成
熟
し
て
き
た
つ
く
ば
（
研
究
学

園
都
市
）
の
役
割
を
世
界
に
発
信
す
る
機
会
と
し
て
、
国
際
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
平
成
31
年
か
ら
ダ
ボ
ス
会
議
の
若
手
版
と
し

て
、
世
界
の
若
手
研
究
者
や
学
生
が
つ
く
ば
に
集
ま
り
、
社
会
と

科
学
に
関
す
る
問
題
を
議
論
す
る
⽛
筑
波
会
議
⽜
を
開
催
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
と
し
て
は
、
第
29
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
に

お
い
て
金
メ
ダ
ル
⚗
個
を
含
め
計
23
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ

と
を
始
め
、
蹴
球
部
が
天
皇
杯
に
お
い
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
等
プ
ロ
⚓
チ
ー
ム
を
破
り
、
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
た
こ
と

な
ど
、
多
数
の
種
目
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
、
文
部
科
学
省
が
進
め
て
い
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
化
・
収

益
化
に
向
け
て
、
米
国
の
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
や
A
thletic
D
epartm
ent

を
モ
デ
ル
に
研
究
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
前
身
校
で
あ
る

東
京
高
等
師
範
学
校
の
校
長
で
も
あ
っ
た
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
レ

ガ
シ
ー
の
も
と
、
本
学
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
も
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
来
た
る
⚒
⚐
⚒
⚐
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
関
連
し
た
教

育
研
究
の
推
進
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、⽛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
総
合
推
進
室
⽜
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
附
属

学
校
を
も
含
め
た
⽛
オ
ー
ル
筑
波
大
学
⽜
と
し
て
、
選
手
と
し
て

の
参
加
の
み
な
ら
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
関
わ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
で
の
教
育
、
研
究
に
お
い
て
も
世
界
を
先
導
す
る
と
と

も
に
、
大
会
成
功
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
京
茗
溪
會
を
源
流
と
す
る
貴
会
と
同
窓
生
諸
兄
に
は
、
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
上
に
述
べ
て

き
ま
し
た
よ
う
な
本
学
の
様
々
な
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
今
年
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

4

筑波大学長

永田 恭介

年
頭
挨
拶
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一般社団法人 茗渓会 理事
組織委員会
委員長 川 田 孝 一

(昭和39年卒教大総農科)
“仲間の顔が見える地域ブロック代表者会議”

全国で計画的に実施しましょう！
〒194-0045 町田市南成瀬5-29-6

TEL 042-728-5423
連絡先 桜美林大学入試事務室 相談役

TEL 042-797-6196

学校法人 茗溪学園
茗溪学園中学校高等学校

国際バカロレアDPコーススタート
理事長 中 川 喜久治
校 長 田 代 淳 一

(昭和59年筑波大修士教育研究科･理科)
〒305-8502 つくば市稲荷前1-1

TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会
事務局長 髙 野 力

(昭和48年卒教大農木工)
大塚事務所長 室 岡 和 彦

(昭和44年卒教大数)(平成1年卒筑修教)

筑波事務所長 立 山 雅 博

一般社団法人 茗渓会 理事
日本体育大学 教授

教育学博士 阿 江 通 良
(昭和48年卒教大体育)

日本体育大学
〒158-8508 東京都世田谷区深沢7-1-1

TEL 03-5706-0826 E-mail:ae@nittai.ac.jp

一般社団法人 茗渓会
山梨支部

支部長 山本 英樹 (昭56年卒筑一自然)
山梨県立峡南高等学校 校長

事務局長 渡辺 和弘 (昭60年卒筑二人間)
山梨県立山梨高等学校 教頭

〒405-0018 山梨県山梨市上神内川194
山梨高校内 TEL 0553-22-1621

ニュー芙蓉を会場に、⚗月に総会・懇親会、12月に講演会・忘
年会を行っています。詳しくは事務局にお問い合わせください。

一般社団法人 茗渓会 理事
筑波大学数理物質系 教授

新 井 達 郎
(昭和56年修筑博化)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

平成30年 今年もよろしくお願いいたします
一般社団法人
茗渓会

一般社団法人 茗渓会 理事長

江 田 昌 佑
(昭和30年卒教大体)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 副理事長

井 口 武 雄
(昭和40年卒東京教育大学法政)
三井住友海上火災保険㈱

〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台3-9
TEL 03-3259-3111

一般社団法人 茗渓会 副理事長

西 川 潔
筑波大学名誉教授･博士(デザイン学)
(昭和44年教大構成 昭和46年院修美)

〒305-0031 つくば市吾妻3-1-1-109
e-mail : q.nishikawa@gmail.com

一般財団法人 筑波学都資金財団

理事長 田 中 正 造
(昭和36年卒教大・健)

〒305-0005 つくば市天久保1-13-5
TEL 029-851-5152

一般社団法人 茗渓会 理事
株式会社 ユーハイム

代表取締役
会長 河 本 武

(昭和37年卒体育学部健康学科)

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6-2-9

一般社団法人 茗渓会 理事

佐 藤 忍
(昭和60年卒筑博生物)

〒305-8572 つくば市天王台1-1-1 生命環境系
TEL 029-853-4672

E-mail:sato.shinobu.ga@u.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

守 屋 正 彦
􎜁􎜁昭和51年卒芸昭和53年院修美 􎜑􎜑
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会
群馬茗渓会

支部長 坂 田 和 文
(昭和56年卒筑体)

事務局長 田 村 浩 之
(昭和60年卒筑体)
〒371-0805 前橋市南町4-35-1

TEL 027-221-4486

一般社団法人 茗渓会
宮城支部

支部長 小野寺 清隆 (昭和55年筑体育)
宮城県佐沼高等学校 校長

事務局長 佐々木 洋 (昭60年卒筑二人間)
宮城県仙台二華高等学校

〒984-0052 仙台市若林区連坊1-4-1
仙台二華高校内 TEL 022-296-8101

一般社団法人 茗渓会
岐阜茗渓会

支部長 大 橋 則 雄
(昭和57年卒筑二人間)

庶 務 増 田 智 至
(平成⚓年卒筑一農林)

〒503-0212 安八郡輪之内町中郷新田427
TEL 0584-69-3753

一般社団法人 茗渓会
京都茗渓会

支部長 川 合 英 之
(昭和56年卒筑体)

事務局長 川 合 寛 明
(昭和59年卒筑体)

〒606-8421 京都市左京区鹿ケ谷法然院町52-7
TEL 075-761-9241

一般社団法人 茗渓会
兵庫支部

支部長 中 野 憲 二
(昭和56年卒第一人文)

事務局長 林 啓 太
(昭和56年卒体育)
事務局(県立神戸高等学校内）

〒657-0804 神戸市灘区城の下通1-5-1
TEL 078-861-0434(代)
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【
明
治
期
の
わ
が
国
の
教
育
】

江
田

明
治
維
新
の
後
、
わ
が
国
で
は
近
代
化
を
急
ぐ
た
め
に
教

育
制
度
の
整
備
を
進
め
、
⚑
⚘
⚗
⚒
年
(明
治
⚕
年
)に
我
々
の

母
校
の
前
身
校
で
あ
る
師
範
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

こ
の
師
範
学
校
は
、
翌
年
に
は
東
京
師
範
学
校
、
⚑
⚘
⚘
⚖

年
(明
治
19
年
)に
は
高
等
師
範
学
校
、そ
し
て
⚑
⚙
⚐
⚒
年
(明

治
35
年
)に
は
東
京
高
等
師
範
学
校
と
名
称
を
改
め
、
わ
が
国

の
教
育
の
総
本
山
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
高
等
師
範
学
校
の
校
長
と
し
て
、
⚑
⚘

⚙
⚓
年
(明
治
26
年
)か
ら
⚓
期
23
年
に
わ
た
っ
て
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た
の
が
嘉
納
治
五
郎
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
教
育
者
と
し
て
の
嘉
納
治
五
郎
が
ど
の

よ
う
な
教
育
を
め
ざ
し
た
の
か
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ま

ず
明
治
と
い
う
時
代
は
教
育
に
何
を
求
め
て
い
た
か
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
学
校
名
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
降
、
高
等
師
範
学
校
と
東
京

高
等
師
範
学
校
は
、
と
も
に
⽛
高
等
師
範
⽜
と
表
記
し
ま
す
）

明
治
初
期
の
教
育
は

初
等
教
育
と
高
等
教
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た

阿
江

明
治
と
い
う
時
代
に
な
っ
て
、⽛
わ
が
国
は
世
界
に
追
い

つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
追
い
つ
く
た
め
に
は
工
業
を
振
興

し
、
国
を
富
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
エ
リ

ー
ト
を
養
成
す
る
た
め
の
高
等
教
育
と
国
民
の
教
育
水
準
を
あ

げ
る
た
め
の
初
等
教
育
が
大
事
だ
⽜
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
わ
が

国
の
教
育
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
日
清
戦
争
が
終
わ
り
、
明
治
も
30
年
代
に
入
る
と
、

⽛
高
等
教
育
と
初
等
教
育
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
中
等
教
育
の
充

実
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
⽜
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
中
学
校
・

実
業
学
校
・
高
等
女
学
校
な
ど
の
中
等
学
校
が
増
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
こ
で
教
え
る
教
員
の
養
成
も
急
務
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
頃
の
わ
が
国
の
学
校
教
育
は
、
小
学
校
で
は

教
授
法
の
研
究
で
も
実
際
の
指
導
技
術
で
も
か
な
り
高
い
レ
ベ

わ
が
国
で
は
、
⚑
⚘
⚗
⚒
年
(明
治
⚕
年
)に
最
初
の
学
制
が

発
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
学
制
は
、
初
等
教
育
と
高
等
教
育

の
整
備
に
力
点
が
置
か
れ
、
中
等
教
育
の
整
備
は
後
回
し
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
30
年
代
に
入
っ
た
頃
か
ら
よ
う
や
く
中
等
教

育
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
等
学
校
教
員
の
養

成
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

高
等
師
範
学
校
校
長
の
職
か
ら
離
れ
て
い
た
嘉
納
治
五
郎
が

⚓
度
目
の
校
長
に
就
任
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
時
代
で
し
た
が
、

彼
は
そ
れ
ま
で
の
教
員
養
成
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
を
進
め
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を
重
視
し

た
教
育
を
行
い
、
そ
の
後
の
わ
が
国
の
中
等
学
校
教
員
養
成
の

モ
デ
ル
と
な
る
も
の
を
築
き
上
げ
て
い
く
の
で
す
。

ま
た
、
嘉
納
治
五
郎
は
わ
が
国
で
最
初
に
東
ア
ジ
ア
の
国
々

か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
各
国

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
数
々
の
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
だ
嘉
納

治
五
郎
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
彼
の
教
育
に
懸
け
た
思
い

に
迫
る
と
と
も
に
、
嘉
納
治
五
郎
の
レ
ガ
シ
ー
を
今
日
の
わ
が

国
の
教
育
に
ど
う
生
か
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
を
話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
の
は
、
元
筑
波
大
学
副
学
長
で
現
在

は
日
本
体
育
大
学
教
授
の
阿
江
通
良
さ
ん
と
筑
波
大
学
教
授
の

真
田
久
さ
ん
、
そ
し
て
茗
渓
会
理
事
長
の
江
田
昌
佑
さ
ん
で
す
。

江
田
さ
ん
に
は
話
し
合
い
の
進
行
役
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

 

 

































特集 人間 嘉納治五郎を語る

〔第３回〕

教育のこと、天下これより
偉なるはなし
～教育者としての嘉納治五郎～

高等師範学校長 嘉納治五郎

【江田昌佑さんの略歴】
1955 東京教育大学体育学部卒業
1977 筑波大学教授
1992 筑波大学副学長
1996 鹿屋体育大学学長
現在、一般社団法人茗渓会理事長
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ル
に
達
し
て
い
た
の
で
す
が
、
中
等
学
校
の
教
員
の
力
量
は
ま

だ
低
い
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
、
嘉
納
治
五
郎
は
優
秀

な
教
員
を
養
成
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
で
あ
り
、
中
等
教
育
の
研

究
で
す
。

【
嘉
納
治
五
郎
の
教
育
改
革
】

高
等
師
範
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
め
ぐ
っ
て

井
澤
修
二
と
激
し
く
衝
突

阿
江

嘉
納
治
五
郎
が
⚒
度
目
の
校
長
を
退
い
た
後
の
校
長
に
は

井
澤
修
二
が
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
彼
は
⽛
教
員
は
教
え
る
技

術
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
⽜
と
い
う
考
え
で
、
嘉
納
の
⽛
教
え

る
技
術
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
け
れ
ど
も
、
教
員
は
学
科
に
対
す

る
専
門
的
知
識
を
も
ち
、
そ
の
上
に
教
え
る
技
術
を
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
い
う
考
え
と
激
し
く
衝
突
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
た
め
、
嘉
納
治
五
郎
は
⚑
⚙
⚐
⚑
年
に
⚓
度
目
の
高
等

師
範
の
校
長
に
な
る
と
、
直
ち
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
に
着

手
す
る
の
で
す
。

真
田

嘉
納
治
五
郎
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
教
職
に
関
す
る
科
目
を
削
り
、
教
科
に
関
す
る
専
門
科
目

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

嘉
納
が
な
ぜ
教
科
に
対
す
る
専
門
科
目
を
増
や
し
た
か
と
言

い
ま
す
と
、
実
は
高
等
師
範
の
出
身
者
の
学
力
が
帝
国
大
学
の

出
身
者
の
学
力
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
と
い
う
評
判
を
克
服
す

る
た
め
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
教
え
る
技
術
を
軽
視
し
た

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

嘉
納
治
五
郎
は
⽛
帝
国
大
学
の
学
生
に
も
負
け
な
い
教
科
の

専
門
的
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
そ
の
上
で
教
育
の
実
践
的

な
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
⽜
と
い
う
、
教
科
の
専
門
科
目
と

教
職
科
目
の
両
立
を
目
指
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
進
め
た

の
で
す
。

江
田

嘉
納
治
五
郎
は
こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
を
進
め

る
だ
け
で
な
く
、
高
等
師
範
に
⽛
中
等
教
育
研
究
会
⽜
を
組
織

し
、
自
ら
会
長
と
な
っ
て
、
中
等
教
育
の
実
践
研
究
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
、
文
部
省
で
は
中
等
学
校
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め

に
教
員
の
数
を
整
え
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
嘉

納
治
五
郎
は
⽛
そ
れ
で
は
だ
め
だ
。
実
践
力
の
あ
る
質
の
高
い

教
員
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
主
張
し
、
文
部
省
と
も

意
見
が
対
立
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

真
田

高
等
師
範
の
校
長
を
⚒
度
も
や
め
て
い
る
原
因
も
そ
こ
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
教
育
に

対
す
る
信
念
や
情
熱
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

高
等
師
範
で
は
文
科
の
学
生
も
理
科
の
学
生
も

体
育
が
必
修
で
あ
っ
た

江
田

高
等
師
範
で
は
、
文
科
・
理
科
の
専
門
分
野
に
か
か
わ
ら

【阿江通良さんの略歴】
1973 東京教育大学体育学部卒業
1982 筑波大学体育学研究科博士課程修了
2000 筑波大学体育学系教授
2008 筑波大学体育専門学群長
2012 筑波大学理事・副学長
2016 日本体育大学教授

【真田 久さんの略歴】
1979 筑波大学体育専門学群卒業
1981 筑波大学大学院体育研究科修了
2008 筑波大学体育学系教授
2012 筑波大学体育専門学群長
専門は、スポーツ人類学・嘉納治
五郎の研究

ず
、
す
べ
て
の
学
生
に
対
し
て
体
育
を
必
修
さ
せ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
嘉
納
治
五
郎
が
行
っ
た
重
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

真
田

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
高
等
師
範
で
基
礎
科
目
の
中
に
体

育
の
科
目
を
位
置
づ
け
、
体
育
を
専
門
と
す
る
学
生
だ
け
で
な

く
、
文
科
の
学
生
に
も
理
科
の
学
生
に
も
体
育
の
授
業
を
受
け

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
嘉
納
が
や
っ
た
教
育
改
革
の
中

で
も
、
一
番
大
き
な
改
革
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
革
に
よ
り
、
高
等
師
範
で
は
文
科
や
理
科
の
学
生
も

長
距
離
走
と
か
陸
上
大
運
動
会
と
か
水
泳
実
習
を
や
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

そ
し
て
高
等
師
範
の
卒
業
生
が
地
方
に
就
職
し
ま
す
と
、
必

ず
伝
達
講
習
会
が
開
か
れ
て
、
水
泳
や
長
距
離
走
の
教
育
効
果

が
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
県
の
教
育
委
員
会
の
人
た
ち
も
聞
き

に
来
て
い
て
、
学
校
で
の
体
育
が
ど
ん
ど
ん
広
ま
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

⚓
年
制
の
体
操
科
を
⚔
年
制
の
体
育
科
へ
引
き
上
げ
た

真
田

も
う
一
つ
、
嘉
納
治
五
郎
の
行
っ
た
教
育
改
革
で
大
き
い

の
は
体
育
科
の
設
置
で
す
。

当
時
、
高
等
師
範
は
文
科
と
理
科
の
二
つ
の
学
科
か
ら
成
り

立
っ
て
い
て
、
体
育
に
つ
い
て
は
教
員
が
不
足
す
る
場
合
に
臨

時
に
設
置
さ
れ
る
体
操
科
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
体
操
科
は
⚓
年
制
で
す
か
ら
、
や
は
り
体
操
科
の
教

員
の
立
場
は
低
い
わ
け
で
す
。
校
長
に
も
な
り
に
く
い
。

そ
こ
で
嘉
納
は
、
体
操
科
を
文
科
や
理
科
と
同
じ
⚔
年
制
に

引
き
上
げ
る
た
め
に
、
中
等
教
育
改
革
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、

体
操
科
の
中
味
を
学
問
的
に
も
高
め
て
、
体
育
科
の
設
置
を
文

部
省
に
認
め
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
体
育
科
で
は
、
体
育
の
実
技
だ
け
で
な
く
、
体
育
理

論
も
解
剖
・
生
理
・
衛
生
も
わ
か
る
、
そ
の
上
に
心
理
学
や
論

理
学
、
さ
ら
に
は
国
語
や
漢
文
、
英
語
や
歴
史
な
ど
を
学
ん
で
、

幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
た
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
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嘉
納
の
そ
う
い
う
教
育
方
針
に
よ
り
、
体
育
以
外
の
専
門
分

野
の
学
生
の
中
か
ら
、
わ
が
国
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
材
が
た
く
さ
ん
輩
出
し
て
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
の
金
栗
四
三
は
、
そ
の
代
表
的
な
人
物
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

江
田

金
栗
四
三
は
、
体
育
の
専
門
で
は
な
く
地
理
が
専
門
の
学

生
で
し
た
が
、
高
等
師
範
の
長
距
離
走
で
抜
群
の
成
績
を
上
げ

て
い
た
金
栗
は
、
⚑
⚙
⚑
⚒
年
(明
治
45
年
)に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で
開
か
れ
た
第
五
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
わ
が
国
最
初
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
と
し
て
、
選
手
団
の
団
長
で
あ
っ
た
嘉
納

治
五
郎
と
と
も
に
参
加
。
こ
の
時
は
、
暑
さ
の
た
め
に
途
中
棄

権
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
世
界
記
録
を
樹
立
す
る
活

躍
を
し
て
、
第
⚗
回
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会
、
第
⚘
回
の
パ
リ

大
会
に
も
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
金
栗
四
三
の
業
績
と
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が
、
箱
根
駅
伝
を
創
始
し
た
こ
と
で
す
。

現
役
を
引
退
し
た
金
栗
は
後
輩
の
野
口
源
三
郎
と
相
談
し
て
、

学
生
の
長
距
離
走
競
技
を
構
想
し
ま
す
。
そ
し
て
⚑
⚙
⚒
⚐
年

(大
正
⚙
年
)に
、
高
等
師
範
、
明
治
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
慶

応
義
塾
大
学
の
四
校
で
第
⚑
回
の
箱
根
駅
伝
を
実
施
す
る
の
で

す
が
、
そ
の
後
こ
の
大
会
は
大
学
や
専
門
学
校
の
間
で
人
気
が

高
ま
り
、
わ
が
国
の
長
距
離
走
競
技
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
く
の
で
す
。

ち
な
み
に
こ
の
大
会
の
優
勝
校
は
高
等
師
範
で
、
そ
の
後
も

高
等
師
範
・
東
京
文
理
科
大
学
・
東
京
教
育
大
学
・
筑
波
大
学

と
続
く
母
校
は
箱
根
駅
伝
の
伝
統
校
と
し
て
、
歴
代
⚖
位
62
回

の
出
場
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
嘉
納
治
五
郎
が
始
め
た
高
等
師
範

の
⽛
校
友
会
活
動
⽜
が
あ
っ
た
の
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
金
栗
四
三
は
文
科
の
学
生
で

あ
っ
た

阿
江

私
も
、
嘉
納
治
五
郎
が
高
等
師
範
で
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

を
体
育
専
攻
の
学
生
だ
け
で
な
く
文
科
や
理
科
の
学
生
に
も
必

修
さ
せ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

⽛
校
友
会
⽜
を
組
織
し
、
課
外
活
動
を
奨
励
し
た

真
田

そ
れ
か
ら
、
嘉
納
治
五
郎
の
行
っ
た
教
育
改
革
で
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
⽛
校
友
会
⽜
を
組
織
し
、
高
等
師
範
の
学
生
は

⽛
校
友
会
⽜
に
入
っ
て
、
い
ろ
ん
な
課
外
活
動
を
す
る
こ
と
を
奨

励
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
⽛
校
友
会
⽜
と
い
う
の
は
、
運
動
部
の
活
動
が
中
心
に

な
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
文
化
的
な
活
動
で
も
い
い
の
で
す
が
、

⽛
学
生
が
校
友
会
で
自
主
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
は
将
来
の
指

導
法
を
身
に
つ
け
る
貴
重
な
経
験
に
な
る
⽜
と
い
う
嘉
納
の
考

え
に
基
づ
い
て
、
⚑
⚙
⚐
⚑
年
に
嘉
納
が
高
等
師
範
の
⚓
度
目

の
校
長
に
な
っ
た
時
に
設
立
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
嘉
納
治

五
郎
は
自
ら
⽛
校
友
会
⽜

の
会
長
と
な
っ
て
学
生
た

ち
に
校
友
会
で
の
自
主
的

な
活
動
を
奨
励
し
て
い
ま

す
。そ

し
て
校
友
会
に
入
っ

て
、
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
あ

る
い
は
文
化
的
な
さ
ま
ざ

ま
の
課
外
活
動
に
取
り
組

ん
で
そ
の
教
育
効
果
を
知

っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
全

国
の
中
等
学
校
で
課
外
活

動
を
広
め
て
い
く
の
で
す
。

わ
が
国
の
中
学
校
や
高

等
学
校
で
は
い
ま
も
課
外

活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

附
属
小
学
校
の
特
別
学
級
で

体
育
を
中
心
と
す
る
教
育
を
推
進
し
た

真
田

こ
れ
は
最
近
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
⚑

⚙
⚐
⚘
年
(明
治
41
年
)、
附
属
小
学
校
に
知
的
障
害
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
特
別
学
級
が
設
置
さ
れ
、
体
育
を
中
心
と
し
た
教

育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
わ
が
国
の
知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
教
育

は
、
知
識
の
面
で
も
健
常
者
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
附
属
小
学
校
の
特
別
学
級
で
は
⽛
知
識
を
教
え

る
よ
り
も
、
障
害
が
あ
っ
て
も
社
会
で
自
立
で
き
る
人
間
を
育

て
よ
う
、
そ
の
た
め
に
は
体
育
が
重
要
で
あ
る
⽜
と
い
う
考
え

方
に
も
と
づ
い
て
、
筋
肉
運
動
と
し
て
⽛
手
つ
な
ぎ
鬼
⽜⽛
鬼
ご

っ
こ
⽜⽛
綱
引
き
⽜⽛
か
け
足
競
争
⽜⽛
自
由
遊
戯
⽜⽛
歌
い
な
が

ら
の
運
動
⽜
を
、
そ
し
て
注
意
力
や
集
中
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
た
め
に
⽛
玉
な
げ
⽜⽛
ボ
ー
ル
落
と
し
⽜⽛
ボ
ー
ル
渡
し
⽜⽛
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
⽜⽛
石
け
り
⽜⽛
お
は
じ
き
⽜
な
ど
の
体
育
を

重
視
し
た
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

附
属
小
学
校
の
こ
の
よ
う
な
教
育
は
、
嘉
納
治
五
郎
の
考
え

方
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
嘉
納
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委

員
に
な
る
前
の
こ
と
で
あ
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ま
だ
始
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
嘉
納
治
五
郎
は
障
害
者
の
教
育
で
も
世

界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
嘉
納
治
五
郎
は
、
留
学

生
に
対
し
て
も
女
性
に
対
し
て
も
、
知
的
に
障
害
が
あ
る
人
に

対
し
て
も
、
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
は
役
に
立
つ
、
だ
か
ら
そ
の
価

値
を
体
得
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
て
、
体
育
や
ス

ポ
ー
ツ
を
礎
に
置
い
た
教
育
を
重
視
し
て
い
た
の
で
す
。

阿
江

嘉
納
治
五
郎
は
若
い
頃
、
体
が
弱
い
た
め
に
い
じ
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
よ
く
癇
癪
を
起
し
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

柔
道
を
始
め
て
体
が
で
き
て
く
る
と
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
な
り
、
癇
癪
も
押
さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
自
分
の
体
験
か
ら
、
身
体
運
動
を
き
ち
ん
と

や
る
こ
と
に
よ
り
人
間
は
成
長
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
体
得
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
で
は
、
最
近
に

校友会秋季陸上大運動会(1904年)

オリンピック代表になった
金栗四三
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な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も
基
礎
的
な
身
体
運
動
を
き
ち
ん
と
教

え
よ
う
と
い
う
動
き
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

学
校
体
育
で
は
世
界
の
先
頭
を
走
っ
て
い
た
わ
が
国
は
、
い

ま
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
か
れ
、
追
い
抜
か
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

嘉
納
治
五
郎
が
生
き
て
い
た
ら
、⽛
お
前
ら
も
っ
と
し
っ
か

り
せ
い
⽜
と
叱
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
嘉
納
治
五
郎
の
留
学
生
教
育
】

江
田

こ
こ
ま
で
嘉
納
治
五
郎
の
教
育
改
革
は
何
を
目
指
し
て
い

た
の
か
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
嘉
納
は
ア
ジ
ア
各
国
、

特
に
中
国
（
清
国
）
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
次
に
嘉
納
治
五
郎
は
留
学
生

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

嘉
納
治
五
郎
が
設
立
し
た
宏
文
学
院
は

多
く
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
た

阿
江

日
清
戦
争
の
後
、
改
革
の
必
要
性
を
感
じ
た
中
国
（
清
国
）

は
、⽛
近
代
化
を
成
功
さ
せ
た
日
本
に
学
べ
⽜
と
、
数
多
く
の
留

学
生
を
わ
が
国
に
派
遣
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
留
学
生
の
最
初
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
た
の
が
嘉
納
治

五
郎
で
し
た
。

⚑
⚘
⚙
⚖
年
(明
治
29
年
)、
嘉
納
は
神
田
三
崎
町
に
塾
舎
を

設
け
、
清
国
か
ら
13
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
高
等
師
範
の

教
授
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
日
本
語
と
普
通
科
の
教
育
を

始
め
ま
す
。

そ
の
後
、
清
国
か
ら
の
留
学
生
が
数
多
く
や
っ
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
す
と
、
嘉
納
は
牛
込
区
に
私
費
を
投
じ
て
⽛
弘
文
学

院
⽜（
の
ち
に
宏
文
学
院
に
名
称
変
更
）
を
設
立
し
、
日
本
語
教

育
と
中
等
学
校
レ
ベ
ル
の
普
通
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
は
高
等
師
範
や
帝
国
大
学
に

進
学
さ
せ
て
、
高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
を
受
け
さ
せ
て
い
ま
す
。

た
だ
留
学
生
の
受
け
入
れ
で
は
い
ろ
い
ろ
ご
苦
労
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
折
角
受
け
入
れ
た
の
に
勉
強
に
身
が
入
ら
ず
に
遊
郭

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
逃
げ
込
ん
だ
り
す
る
学
生
も
い
て
、
嘉
納

は
こ
う
い
う
学
生
に
対
し
て
も
一
晩
か
け
て
説
得
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
相
談
に
の
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
ま
さ
に
嘉
納
が
の
ち
に
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
⽛
自

他
共
栄
⽜
を
自
ら
実
践
し
て
い
た
姿
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

高
等
師
範
で
学
ん
だ
学
生
の
多
く
は

母
国
に
戻
っ
て
教
育
の
近
代
化
に
貢
献
し
た

阿
江

で
は
中
国
か
ら
日
本
に
留
学
し
た
学
生
は
、
帰
国
後
ど
の

よ
う
な
活
躍
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

宏
文
学
院
を
経
て
高
等
師
範
で
学
ん
だ
留
学
生
の
多
く
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も

嘉
納
治
五
郎
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い

江
田

筑
波
大
学
に
は
、
い
ま
世
界
中
か
ら
⚒
⚐
⚐
⚐
人
を
超
え

る
留
学
生
が
来
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
嘉
納
治
五
郎
の
留
学

生
教
育
を
見
て
き
て
、
私
自
身
の
現
役
時
代
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
な
と
思
う
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま

す
。そ

れ
は
、
筑
波
大
学
の
課
外
活
動
に
留
学
生
を
あ
ま
り
参
加

さ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

嘉
納
治
五
郎
は
高
等
師
範
で
、
留
学
生
ど
う
し
の
サ
ッ
カ
ー

大
会
と
か
、
日
本
人
と
留
学
生
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
運
動

会
を
や
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
校
友
会
活
動
の
中
に
き
ち

ん
と
位
置
づ
け
て
い
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
迎
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
留
学
生
も
一

緒
に
な
っ
た
課
外
活
動
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

阿
江

ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
実
は
留
学
生
た
ち
も
そ
れ
を
求
め

て
い
る
の
で
す
。
た
だ
一
緒
に
課
外
活
動
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
も
、
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
言
う
の
で
す
。

そ
れ
で
私
は
、
筑
波
大
学
を
退
職
す
る
と
き
の
置
き
土
産
と

し
て
、⽛
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
な
ど
で
チ
ー
ム
を
つ
く
る
と
き
に
は

必
ず
留
学
生
を
一
人
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

た
ら
ど
う
か
⽜
と
い
う
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
で
は
、
留
学
生
と
日
本
人
の
混
成
チ
ー
ム
で

試
合
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
や
っ
た
ら
い
い
と
思
う
の

で
す
。

留
学
生
が
ま
す
ま
す
増
え
る
時
代
に
な
り
、
我
々
は
嘉
納
治

五
郎
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
方
や
留
学
生
の
教
育
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
学
び
な
お
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

【
高
等
師
範
学
校
の
大
学
昇
格
運
動
】

江
田

⚑
⚙
⚑
⚙
年
(大
正
⚘
年
)に
入
り
ま
す
と
、
高
等
師
範
で

学
生
や
教
職
員
そ
し
て
卒
業
生
も
巻
き
込
ん
だ
大
学
昇
格
運
動

が
起
こ
り
ま
す
。
嘉
納
治
五
郎
は
こ
の
大
学
昇
格
運
動
で
は
大

帰
国
後
に
教
育
関
係

の
仕
事
に
就
き
大
き

な
業
績
を
上
げ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
の

何
人
か
を
ご
紹
介
し

ま
す
と
、
ま
ず
田
漢

さ
ん
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。こ

の
方
は
高
等
師

範
の
英
語
科
で
学
び
、

帰
国
後
は
作
家
と
し

て
活
躍
し
た
人
で
す

が
、
彼
の
作
詞
し
た

⽛
義
勇
軍
行
進
曲
⽜

は
後
に
中
華
人
民
共

和
国
の
国
歌
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
北
京
師
範
大
の
学
長
を
努
め
、
後
に
文
部
大
臣
に

な
ら
れ
る
范
源
濂
さ
ん
も
高
等
師
範
の
卒
業
生
で
す
。

そ
し
て
も
う
一
人
、
湖
南
第
一
師
範
学
校
で
毛
沢
東
に
体
育

の
重
要
性
を
教
え
た
楊
昌
済
さ
ん
が
い
ま
す
。

毛
沢
東
は
学
生
時
代
に
⽛
体
育
の
研
究
⽜
と
い
う
論
文
を
書

い
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
論
文
に
は
嘉
納
治
五
郎
の
名
前
が

出
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
内
容
も
嘉
納
の
体
育
の
考
え
方
と
同

じ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 嘉納と清国留学生(講道館所蔵)
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こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
嘉
納
は
こ
の
大
学
に
は
ど
う
も
満
足
し

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
は
、
嘉
納
治
五
郎
が
本
当
に
求
め
て
い
た
の
は
、⽛
品
位

も
あ
り
実
力
も
あ
る
教
育
者
を
出
し
、
又
研
究
機
関
を
設
け
て
、

道
徳
教
育
は
勿
論
、
各
般
の
教
育
に
つ
き
研
究
調
査
を
し
て
教

育
の
改
善
に
資
す
る
師
範
大
学
⽜
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
高
等
師
範
で
学
ん
だ
留
学
生
た
ち
の
多
く
は
、
母

国
に
戻
っ
て
教
育
の
世
界
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
嘉
納
が
求
め

て
い
た
よ
う
な
師
範
大
学
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

先
に
紹
介
し
た
范
源
濂
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
、
東
京
高
等
師

範
学
校
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
北
京
高
等
師
範
学
校

を
つ
く
り
、
そ
の
11
年
後
に
は
北
京
師
範
大
学
を
つ
く
っ
て
、

中
国
で
嘉
納
治
五
郎
の
目
指
し
た
教
育
を
実
現
し
た
の
で
す
。

【
今
日
の
わ
が
国
の
教
育
に
対
す
る
提
言
】

江
田

こ
こ
ま
で
高
等
師
範
の
校
長
と
し
て
嘉
納
治
五
郎
が
取
り

組
ん
で
き
た
数
々
の
教
育
実
践
や
教
育
に
懸
け
る
思
い
な
ど
を

見
て
き
ま
し
た
が
、
で
は
私
た
ち
は
そ
う
い
う
嘉
納
の
レ
ガ
シ

ー
を
今
日
の
わ
が
国
の
教
育
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
っ
た

ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

嘉
納
治
五
郎
こ
そ
本
物
の
教
育
者
で
あ
る

阿
江

嘉
納
治
五
郎
と
い
う
と
世
間
的
に
は
柔
道
家
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
⽛
嘉
納
治
五
郎
こ

そ
本
物
の
教
育
者
で
あ
り
、
高
等
師
範
の
校
長
と
し
て
も
、
ま

た
教
育
行
政
の
世
界
で
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
⽜

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
⽛
教
育
の
こ
と
、
天
下
こ

れ
よ
り
偉
な
る
は
な
し
⽜
は
嘉
納
治
五
郎
の
教
育
に
懸
け
る
思

い
を
表
す
有
名
な
言
葉
で
す
。
世
界
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
通
用

す
る
言
葉
で
す
。
私
た
ち
は
嘉
納
の
こ
の
思
い
を
重
く
受
け
と

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
私
の
専
門
の
体
育
の
分
野
で
嘉
納
治
五
郎
の
考

え
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と

一
、
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
さ
き
が
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
て

醒
め
て
立
つ
男
の
子
ぞ
我
等

二
、
日
の
本
の
教
え
の
庭
に

い
と
高
き
学
び
舎
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は

（
作
詞

大
和
資
雄
）

大
学
昇
格
運
動
で
苦
悩
し
た
嘉
納
治
五
郎
は
、

最
後
は
⽛
君
た
ち
と
行
動
を
共
に
す
る
⽜
と
宣
言
す
る

真
田

高
等
師
範
の
大
学
昇
格
運
動
が
起
こ
っ
た
時
、
嘉
納
治
五

郎
は
臨
時
教
育
会
議
の
委
員
と
し
て
大
学
令
の
作
成
に
も
参
画

し
て
お
り
、
高
等
師
範
の
大
学
昇
格
に
対
し
て
は
政
府
内
で
も

異
論
が
多
か
っ
た
の
で
、
嘉
納
は
大
学
と
い
う
名
前
に
は
拘
泥

せ
ず
に
⽛
専
攻
科
の
拡
張
と
内
容
の
充
実
⽜⽛
研
究
機
関
の
設

置
⽜⽛
附
属
高
等
学
校
の
附
設
⽜
と
い
う
〝
名
を
す
て
て
実
を
と

る
〟
と
い
う
方
向
に
舵
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、⚑
⚙
⚑
⚙
年
(大
正
⚘
年
)の
12
月
⚕
日
、教
職
員
・

学
生
・
茗
渓
会
に
よ
る
⽛
三
角
同
盟
⽜
が
結
成
さ
れ
、
大
学
昇

格
運
動
は
一
段
と
激
し
さ
を
増
す
よ
う
に
な
り
、
嘉
納
は
〝
名

を
す
て
て
実
を
と
る
〟
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
撤
回
し

て
、
宣
揚
歌
が
歌
わ
れ
る
中
で
⽛
君
た
ち
と
行
動
を
共
に
す
る
⽜

と
宣
言
す
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
12
月
15
日
、
中
橋
文
部
大
臣
が
⽛
大
学
を
特
設
し

た
い
と
い
う
希
望
に
対
し
て
考
慮
す
る
⽜
と
い
う
声
明
を
出
し

て
、
高
等
師
範
の
大
学
昇
格
運
動
は
一
段
落
し
ま
す
。

だ
が
嘉
納
が
臨
時
教
育
会
議
で
出
し
た
答
え
を
撤
回
し
て
高

等
師
範
の
大
学
昇
格
運
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
政
府
に
反

旗
を
翻
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
翌
年
の
⚑
月
16
日
に
辞

表
を
提
出
し
、
高
等
師
範
の
校
長
を
辞
職
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

⚑
⚙
⚒
⚙
年
(昭
和
⚔
年
)、
東
京
文
理
科
大
学
が
創
立
さ
れ
、

高
等
師
範
は
大
学
の
附
設
と
な
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

変
悩
ん
だ
よ
う
で
す
が
、
大
学
昇
格
運
動
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の

か
、
そ
し
て
校
長
と
し
て
嘉
納
治
五
郎
は
こ
の
運
動
に
ど
う
対

処
し
て
い
っ
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

高
等
師
範
で
、
な
ぜ
大
学
昇
格
運
動
が
起
こ
っ
た
の
か

真
田

⚑
⚙
⚑
⚘
年
(大

正
⚗
年
)、
臨
時
教
育

会
議
の
答
申
に
も
と
づ

い
て
大
学
令
が
公
布
さ

れ
て
高
等
専
門
学
校
や

医
学
の
専
門
学
校
が
大

学
に
昇
格
す
る
こ
と
に

な
り
、
東
京
高
等
商
業

学
校
は
東
京
商
科
大
学

（
現
一
橋
大
学
）
に
、
東

京
高
等
工
業
学
校
は
東

京
工
業
大
学
に
昇
格
す

る
と
い
う
動
き
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
等
師

範
は
大
学
昇
格
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
た
た
め
に
、
⚑
⚙
⚑
⚙

年
(大
正
⚘
年
)の
12
月
、
教
職
員
・
学
生
そ
し
て
卒
業
生
の
団

体
で
あ
る
茗
渓
会
が
結
集
し
て
⽛
高
等
師
範
こ
そ
大
学
に
昇
格

す
べ
き
で
あ
る
⽜
と
い
う
運
動
を
起
こ
し
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
に
高
等
師
範
の
関
係
者
が
大
学
昇
格
運
動
を
起
こ

し
た
理
由
を
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
素
晴
ら
し
い
。

そ
の
理
由
の
一
つ
目
は
、⽛
教
育
者
の
養
成
に
大
学
な
き
は
、

国
家
が
教
育
を
尊
重
し
て
い
る
と
い
う
主
旨
に
反
し
て
い
る
で

は
な
い
か
⽜
と
い
う
も
の
。
二
つ
目
は
、⽛
物
質
文
明
の
大
学
の

増
加
は
見
え
る
が
、先
進
文
明
の
大
学
も
増
や
す
べ
き
で
あ
る
⽜

と
い
う
も
の
で
す
。

高
等
商
業
学
校
や
医
学
専
門
学
校
や
高
等
工
業
学
校
は
ま
さ

し
く
物
質
文
明
の
大
学
で
す
か
ら
、
こ
の
主
張
は
的
を
射
た
な

か
な
か
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
学
昇
格
運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
⽛
宣
揚
歌
⽜
な
の
で
す
。

東京高等師範学校正門(大塚 1931年)
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し
あ
っ
て
生
き
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
。

三
つ
目
は
、
政
治
に
対
し
て
は
常
に
改
革
を
怠
ら
な
い
よ
う

監
視
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
は
、
嘉
納
が
こ
れ
ま

で
政
治
に
相
対
し
て
き
て
感
じ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。四

つ
目
は
、
世
界
に
対
し
て
の
も
の
で
す
が
、
人
種
的
な
偏

見
を
取
り
去
り
、
人
類
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
⚔
つ
の
宣
言
は
い
ま
で
も
そ
の
ま
ま
通
じ
る
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
お
話
し
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
は
昨
年
の
日
本
体
育
学
会
で
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
招
い
た
ア

ン
ジ
ェ
ラ
・
メ
ロ
さ
ん
（
倫
理
・
若
者
・
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）
と

い
う
方
が
講
演
を
し
た
の
で
す
が
、
夕
食
の
と
き
に
、⽛
フ
ィ
ジ

カ
ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⽜
と
⽛
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
⽜
と
⽛
ス
ポ
ー
ツ
⽜
は
ど
う
切
り
分
け
る
の
か
と
質
問
し
た

と
こ
ろ
、⽛
そ
う
い
う
考
え
方
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
体
の

も
の
と
し
て
考
え
て
く
だ
さ
い
⽜
と
い
う
の
で
す
。

そ
れ
で
⽛
メ
ロ
さ
ん
の
考
え
は
私
た
ち
の
〝
体
育
〟
の
考
え

で
だ
め
だ
⽜
と
い
う
よ
う
な
人
種
的
な
偏
見
で
あ
る
と
気
づ
い

た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
こ
う
い
う
偏
見
は
、
国
ど
う
し
の
紛
争
に
な
り
、

戦
争
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
偏
見
を
打
破

し
て
い
け
ば
、
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
人
々
に
き
ち
ん
と

理
解
さ
せ
、
人
類
の
財
産
と
し
て
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

そ
う
い
う
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
宣
言
は
⽛
体
育
や
ス
ポ

ー
ツ
は
、
そ
う
い
う
偏
見
を
の
り
こ
え
て
、
そ
の
役
割
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
⽜
と
い
う
嘉
納
か
ら
我
々
に
与
え

ら
れ
た
遺
言
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
す
。

嘉
納
は
、
雑
誌
⽛
柔
道
⽜
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

い
ま
す
。⽛
柔
道
を
広
め
、
他
の
国
の
人
々
が
柔
道
を
知
れ
ば
、

日
本
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
そ
う

い
う
人
が
増
え
れ
ば
、
た
と
え
国
ど
う
し
の
紛
争
が
起
こ
っ
て

も
、
そ
れ
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
⽜
と
。

こ
う
い
う
嘉
納
治
五
郎
の
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
我
々
は
ど

う
や
っ
て
実
現
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⚒
⚐
⚒
⚐
年
夏
、

嘉
納
治
五
郎
の
目
指
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
実
現
し
た
い

江
田

私
も
全
く
同
感
で
す
。
嘉
納
治
五
郎
は
、
相
手
を
尊
敬
し
、

自
分
だ
け
で
な
く
お
互
い
に
人
間
と
し
て
、
心
身
と
も
に
高
め

あ
っ
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

自
他
共
栄
の
精
神
で
す
。

あ
と
⚒
年
半
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
偏
見
を
な
く
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
お

互
い
が
高
め
あ
う
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
す
。

嘉
納
が
教
育
者
と
し
て
ま
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
委
員
と
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
求
め
た
こ
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
、
そ
の
す
べ
て
や

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
日
本
人
は
そ
こ
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

方
と
同
じ
も
の
で
す
か
⽜
と
聞
く
と
⽛
ま
さ
に
そ
う
だ
。
あ
な

た
た
ち
に
は
そ
ん
な
い
い
言
葉
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
切
り
分
け

て
使
お
う
と
す
る
の
か
⽜
と
言
う
の
で
す
。

メ
ロ
さ
ん
の
話
は
嘉
納
治
五
郎
の
体
育
の
考
え
方
と
ま
っ
た

く
同
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

嘉
納
治
五
郎
は
、
体
育
の
価
値
を

す
べ
て
の
人
に
い
き
わ
た
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
た

真
田

嘉
納
治
五
郎
は
⚑
⚙
⚒
⚒
年
(大
正
11
年
)に
講
道
館
文
化

会
を
創
設
し
、
こ
の
時
に
⚔
つ
の
宣
言
を
出
し
ま
す
。

こ
れ
は
個
人
と
社
会
と
世
界
に
向
け
た
宣
言
と
言
っ
て
も
い

い
も
の
で
す
が
、

一
つ
目
は
、
心
身
を
鍛
え
て
有
為
な
人
間
に
な
ろ
う
と
い
う

も
の
。

二
つ
目
は
、
社
会
に
あ
っ
て
は
お
互
い
が
相
助
け
あ
い
協
調

た
だ
私
は
、
こ
の
宣
言
を
初
め
て
読
ん
だ
時
に
感
じ
た
の

は
、⽛
こ
の
宣
言
は
い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う
。
嘉
納
は
な
ぜ

⚑
⚙
⚒
⚒
年
と
い
う
時
に
こ
の
よ
う
な
宣
言
を
出
し
た
の
か
。

こ
の
宣
言
を
一
体
何
人
く
ら
い
の
人
が
理
解
で
き
た
の
か
⽜
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

先
ほ
ど
附
属
小
学
校
の
特
別
学
級
で
体
育
を
中
心
と
し
た
教

育
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
嘉
納
治

五
郎
に
は
⽛
体
育
の
価
値
と
い
う
の
は
す
べ
て
の
人
に
あ
ま
ね

く
い
き
わ
た
る
も
の
だ
⽜
と
い
う
信
念
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
嘉
納
は
⽛
国
民
体
育
⽜
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
て
、

こ
れ
は
⽛
す
べ
て
の
世
代
に
、
お
金
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
年
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
や
女
と
い
う
こ
と
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
運
動
の
う
ま
い
下
手
と
い
う
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず

に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
せ
た
い
⽜
と
い
う
も
の
で
す
が
、
そ
う

い
う
嘉
納
の
考
え
方
を
世
界
で
広
め
た
い
と
思
っ
た
時
に
衝
突

す
る
の
は
、⽛
あ
の
人
種
は
だ
め
だ
と
か
、
あ
の
国
は
低
レ
ベ
ル
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【
嘉
納
治
五
郎
と
茗
渓
会
】

江
田

私
た
ち
は
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
で
、
夏
号
か
ら
⚓
回
に
わ
た

っ
て
嘉
納
治
五
郎
の
業
績
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
が
最
終

回
で
す
の
で
、
嘉
納
さ
ん
と
私
た
ち
の
茗
渓
会
と
の
関
係
に
つ

い
て
少
し
お
話
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
嘉
納
治
五
郎
の
⽛
茗
渓
会
⽜
に
対
す
る
思
い
を

き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
い
る
だ
ろ
う
か

江
田

⚑
⚙
⚐
⚒
年
(明
治
35
年
)、
行
政
改
革
の
た
め
に
、⽛
校
友

会
⽜
と
⽛
茗
渓
会
⽜
を
合
併
さ
せ
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
き
ま

し
た
。
高
等
師
範
の
中
に
は
合
併
し
て
も
い
い
と
い
う
声
も
あ

っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、こ
の
話
は⽛
校
友
会
と
茗
渓
会
は
各
々

別
に
発
展
す
る
よ
う
お
互
い
補
助
し
あ
う
⽜
と
い
う
こ
と
で
決

着
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
合
意
に
は
、
校
友
会
の
会
長
で
あ

り
、
ま
た
茗
渓
会
大
好
き
人
間
で
あ
っ
た
嘉
納
さ
ん
の
関
与
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

茗
渓
会
は
そ
れ
以
来
、
合
意
の
精
神
を
一
貫
し
て
守
り
、
お

互
い
に
尊
重
し
あ
い
、
お
互
い
の
領
分
を
侵
さ
ず
、
適
切
な
立

場
で
協
調
す
る
こ
と
を
王
道
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
、

そ
の
後
母
校
は
、
時
代
が
大
き
く
移
り
変
わ
る
中
で
、⽛
大
学

昇
格
問
題
⽜⽛
戦
後
の
学
制
改
革
⽜⽛
新
構
想
大
学
化
と
筑
波
移

転
⽜
な
ど
幾
多
の
難
し
い
課
題
に
直
面
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
が
、
茗
渓
会
は
い
つ
も
合
意
の
精
神
に
基
づ
き
、

大
学
に
対
し
て
有
意
義
な
貢
献
を
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

喜
寿
の
祝
い
に
嘉
納
治
五
郎
像
を
つ
く
り
ま
し
た

江
田

茗
渓
会
で
は
、
嘉
納
さ
ん
の
功
労
に
対
し
て
謝
恩
の
意
を

表
す
る
こ
と
が
長
年
の
願
い
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
嘉
納
さ
ん

の
喜
寿
の
祝
い
に
寿
像
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
嘉

納
さ
ん
の
最
初
の
学
生
で
、
当
時
茗
渓
会
の
理
事
で
あ
っ
た
峰

岸
米
蔵
が
委
員
長
と
な
っ
て
、
全
国
の
茗
渓
会
員
お
よ
び
母
校

の
教
職
員
に
呼
び
か
け
て
⽛
嘉
納
先
生
教
育
功
労
記
念
事
業
⽜

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
⚑
⚙
⚓
⚖
年
(昭
和
11
年
)の
11
月
28
日
に
、
朝
倉

文
夫
さ
ん
が
製
作
し
た
嘉
納
治
五
郎
像
が
大
学
構
内
に
設
置
さ

れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
嘉
納
治
五
郎
像
は
第
⚒
次
世
界
大
戦
の
時
に
供
出
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員
か
ら
再
建
し
た
い
と
い
う

声
が
高
ま
り
、
⚑
⚙
⚕
⚘
年
(昭
和
33
年
)、
当
時
の
茗
渓
会
副

理
事
長
で
あ
っ
た
野
口
源
三
郎
が
発
起
人
と
な
り
、
母
校
の
占

嘉
納
治
五
郎
と
茗
渓
会
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か

江
田

高
等
師
範
の
校
長
は
制
度
的
に
は
茗
渓
会
の
客
員
と
い
う

位
置
づ
け
で
し
た
か
ら
、
嘉
納
治
五
郎
も
当
初
は
客
員
（
後
に

顧
問
）
で
し
た
が
、
嘉
納
さ
ん
は
茗
渓
会
が
大
好
き
で
、
茗
渓

会
の
諸
会
合
に
は
努
め
て
出
席
さ
れ
、
茗
渓
会
の
発
展
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
尽
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

⚑
⚙
⚐
⚓
年
(明
治
36
年
)に
高
等
師
範
が
湯
島
か
ら
大
塚
に

移
転
し
た
際
に
も
、⽛
茗
渓
会
の
事
務
所
も
大
塚
に
移
っ
た
ら

ど
う
だ
⽜
と
言
っ
て
、
高
等
師
範
の
構
内
に
事
務
所
を
移
す
こ

と
を
勧
め
て
く
れ
、
移
転
申
請
に
対
し
て
も
即
決
で
許
可
を
出

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
茗
渓
会
の
事
務
所
は

⚑
⚙
⚐
⚖
年
(明
治
39
年
)に
完
成
す
る
の
で
す
。

そ
の
後
、
会
員
か
ら
泊
ま
る
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
出

て
き
て
、
⚑
⚙
⚑
⚑
年
(明
治
44
年
)に
は
事
務
所
の
そ
ば
に
宿

泊
室
11
室
を
擁
し
た
樂
友
舎
が
造
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
に
も

嘉
納
さ
ん
は
大
変
な
尽
力
を
し
て
く
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

春
園
に
前
と
同
じ
嘉
納
像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
⚒
⚐
⚑
⚐
年
(平
成
22
年
)12
月
に
は
、
嘉
納
治
五
郎

の
生
誕
150
年
を
記
念
し
て
、
筑
波
大
学
に
よ
っ
て
、
占
春
園
の

嘉
納
像
と
同
じ
も
の
が
大
学
会
館
前
広
場
に
設
置
さ
れ
、
嘉
納

治
五
郎
は
い
ま
も
茗
渓
に
学
ぶ
学
生
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

江
田

私
た
ち
は
、
こ
の
⚓
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と

し
て
活
躍
す
る
嘉
納
治
五
郎
、
柔
道
を
創
始
し
た
嘉
納
治
五
郎
、

そ
し
て
わ
が
国
の
教
育
の
近
代
化
と
優
れ
た
教
師
を
育
て
る
こ

と
に
生
涯
を
奉
げ
た
嘉
納
治
五
郎
の
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。

ま
た
嘉
納
治
五
郎
は
、
常
に
国
際
的
な
視
野
で
未
来
を
見
据

え
て
、
わ
が
国
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
も
、
先
駆
者
と

し
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

い
ま
、
わ
が
国
は
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、

経
済
も
外
交
も
、
そ
し
て
教
育
も
、
大
き
な
改
革
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
国
際
人

と
し
て
ま
た
教
育
者
と
し
て
活
躍
し
た
嘉
納
治
五
郎
の
精
神
を

正
し
く
学
び
、
受
け
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

阿
江
さ
ん
、
真
田
さ
ん
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
第
⚒
回
で
嘉
納
治
五
郎
の
目
指
し
た
柔
道
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
山
口
香
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

占春園の嘉納治五郎像
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松
本
正
幸
教
授
が
⽛
つ
く
ば
奨
励
賞
(若
手
研
究
者
部

門
）⽜
受
賞
、⽛
2
つ
の
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
シ
ス
テ
ム
と

そ
の
神
経
回
路
基
盤
⽜
に
関
す
る
研
究
が
評
価

医
学
医
療
系
の
松
本
正
幸
教
授
が
、⽛
第
28
回
つ
く
ば
奨
励
賞

（
若
手
研
究
者
部
門
）⽜
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
茨
城
県

内
に
お
い
て
顕
著
な
研
究
成
果
を
収
め
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
40
歳
以
下
の
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
11
月
21
日
に

つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
茨
城
県
科
学
技
術
振
興
財
団
主
催
の
授
賞

式
典
が
開
催
さ
れ
、
江
崎
玲
於
奈
賞
、
つ
く
ば
賞
と
あ
わ
せ
た
表

彰
式
お
よ
び
受
賞
者
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
細
胞
は
⽛
報
酬
⽜
を
得
る
た
め
の
学
習
や
意

欲
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不

明
で
し
た
。
そ
こ
で
松
本
教
授
は
、
中
脳
に
分
布
す
る
ド
ー
パ
ミ

ン
神
経
細
胞
か
ら
前
頭
前
野
に
伝
達
さ
れ
る
神
経
シ
グ
ナ
ル
に
注

目
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
報
酬
が
得
ら
れ
な
い
時
に
ド
ー
パ
ミ

ン
神
経
細
胞
活
動
が
抑
制
さ
れ
る
の
は
、
脳
の
中
心
部
に
あ
る
外

側
手
綱
核
と
い
う
部
位
が
興
奮
す
る
こ
と
に
よ
る
、
す
な
わ
ち
、

外
側
手
網
核
が
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
の
抑
制
性
応
答
の
起
源
で
あ
る

こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
細
胞
が
、⽛
報
酬
⽜
に
加
え
て
⽛
運

動
・
認
知
機
能
⽜
に
関
連
し
た

情
報
も
伝
達
す
る
こ
と
を
見
い

だ
し
、
報
酬
シ
グ
ナ
ル
と
運

動
・
認
知
シ
グ
ナ
ル
を
伝
達
す

る
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
細
胞
は
、

そ
れ
ぞ
れ
中
脳
の
異
な
る
領
域

に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成

果
が
、⽛
⚒
つ
の
ド
ー
パ
ミ
ン

神
経
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
神
経
回

路
基
盤
⽜
と
し
て
、
こ
の
度
の

受
賞
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

多
様
性
を
考
え
る
機
会
に

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
A
w
areness
W
eek
2017

10
月
⚒
日
か
ら
⚖
日
、
社
会

に
お
け
る
人
の
多
様
性
に
つ

い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
、
本
学

初
の
試
み
と
な
る
⽛
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
A
w
areness
W
eek

2017⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
内
外
16
組
織
の
協
力
で
13

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。⽛
東

京
⚒
⚐
⚒
⚐
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
～
筑
波
大
学
が
で
き
る

こ
と
～
⽜
で
は
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
研
究
者
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
、⽛
人
工
知
能
研
究
か
ら
み
た
身
体
障
害
者
支
援
の
未
来
⽜

で
は
人
工
知
能
の
研
究
者
と
障
害
が
あ
る
在
学
生
が
公
開
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
な
ど
、
多
彩
な
研
究
者
・
学
生
を
抱
え
る
本

学
な
ら
で
は
の
情
報
発
信
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
課
外
活
動

ち
ょ
こ
っ
と
理
科
(＋
国
語
･社
会
･算
数
)ク
ラ
ブ
リ
タ
ー
ン
ズ

10
月
29
日
、
本
学
東

京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、⽛
ち
ょ
こ
っ
と
理

科
（
＋
国
語
・
社
会
・

算
数
）ク
ラ
ブ
リ
タ
ー

ン
ズ
⽜
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
⚔
月
に
筑

波
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
る
⽛
キ
ッ
ズ
・
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
⽜
の
課
外

活
動
と
し
て
企
画
さ
れ

た
、
小
学
生
向
け
の
体

験
型
学
習
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
本
学
の
強
み
の
一

つ
で
あ
る
教
育
学
分
野

の
知
見
を
生
か
し
、
国
語
・
社
会
・
算
数
の
要
素
も
取
り
入
れ
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の
空
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
300
人
近
い
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
、
い
つ
も
の
学
校
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
様
々
な

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

⚑
日
を
通
し
て
、
植
物
や
昆
虫
の
観
察
、
光
や
波
の
実
験
、
国

語
辞
書
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
か
な
の
成
り
立
ち
を
知
る
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
、
プ
ロ
の
狂
言
師
に

よ
る
演
技
体
験
、
な
ど
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
並

行
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
も
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
エ

ン
ト
リ
ー
。
こ
の
日
の
た
め
に
用

意
さ
れ
た
ガ
チ
ャ
マ
シ
ン
を
回
し

て
、
筑
波
大
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ

を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
（
農
研
機
構
）

と
の
連
携
・
協
力
協
定
を
締
結

11
月
27
日
、
本
学
と
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構
（
以
下
⽛
農
研
機
構
⽜）
の
連
携
・
協
力
協
定
に

係
る
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
研
機
構
と
本
学
は
、
こ
れ
ま

で
も
農
業
・
食
品
分
野
で
の
研
究

や
連
携
大
学
院
な
ど
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
の
連
携
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

本
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、
双

方
の
強
み
を
融
合
し
、
更
な
る
共

同
研
究
の
推
進
、
研
究
者
お
よ
び

教
員
間
の
研
究
交
流
な
ど
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
農

業
・
食
品
産
業
の
活
性
化
お
よ
び

国
民
の
豊
か
さ
や
健
康
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

13
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筑
波
大
学
は
今
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茗
渓
会
は
、
平
成
十
四
年
に
創
基
百
三
十
年
を
迎
え
た
の
を
記

念
し
て
、
人
材
育
成
功
労
者
と
青
少
年
の
社
会
貢
献
活
動
功
労
者

を
対
象
と
す
る
顕
彰
事
業
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
後
、一
般
の
方
々

の
社
会
貢
献
活
動
功
労
者
、
筑
波
大
学
の
大
学
院
生
や
学
生
の
社

会
貢
献
活
動
や
研
究
、
芸
術
分
野
で
優
れ
た
卒
業
作
品
を
制
作
し

た
筑
波
大
学
学
生
に
対
し
て
も
顕
彰
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
（
平
成
二
十
九
年
度
）
の
一
般
の
方
々
を
対
象
と
す
る

茗
渓
会
賞
の
顕
彰
式
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
(土
)

に
、
筑
波
大
学
の
大
学
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

顕
彰
式
で
は
、
本
会
の
江
田
昌
佑
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
受

賞
者
が
紹
介
さ
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
筑
波
大
学
の
金
保
安
則
副
学
長
が
ご
来
賓
と
し
て
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
西
川
潔
選
考
委
員
長
か
ら
選
考
経
過
が

説
明
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
代
表
の
宮
本
み
ち
子
さ
ん
が
挨
拶
さ
れ
て
顕
彰
式
が
終
了

し
ま
し
た
。

顕
彰
式
の
後
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
祝
賀
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
背

景
に
あ
る
高
い
志
が
述
べ
ら
れ
、⽛
今
回
の
顕
彰
で
こ
れ
ま
で
の

地
道
な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
。
こ
の

よ
う
な
活
動
を
今
後
も
引
き
続
き
着
実
に
続
け
て
い
き
た
い
⽜
と

い
う
、
社
会
貢
献
活
動
に
対
す
る
新
た
な
決
意
の
言
葉
も
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
紹
介
（
順
不
同

敬
称
略
）

団

体

無
人
の
町
だ
っ
た
小
高
区
の

再
生
の
た
め
に
河
津
桜
植
樹
活
動

お
だ
か
千
本
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（

会
長

佐
藤
宏
光
）
(福
島
県
)

福
島
県
南
相
馬
市
小
高
区
は
、
東
日
本
大
震
災
で
海
岸
部
の

家
々
が
津
波
で
流
さ
れ
た
上
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
た
め
南
相

馬
市
の
三
つ
の
区
の
中
で
唯
一
警
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
、
す
べ
て

の
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
五
年
四
か
月
の
間
無
人
の

町
と
な
り
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
。
何

も
な
く
な
っ
た
町
を
、⽛
い
つ
か
東
北
一
の
河
津
桜
の
里
に
し
て

や
ろ
う
⽜と
い
う
思
い
で⽛
お
だ
か
千
本
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽜が
発

足
し
た
。
堤
防
や
道
路
沿
い
に
桜
を
植
え
る
に
は
煩
雑
な
許
可
申

請
や
周
辺
住
民
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
根
気
よ
く
難

題
を
ク
リ
ア
し
、
協
賛
金
を
募
り
今
日
ま
で
に
五
一
〇
本
の
苗
木

を
植
え
た
。早
咲
き
の
河
津
桜
は
、再
生
へ
の
象
徴
と
な
る
だ
ろ
う
。

⽛
国
際
都
市
つ
く
ば
⽜で
外
国
人
支
援
と
国
際
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
⽛
虹
の
会
⽜

（
代
表

宮
本
み
ち
子
）
(茨
城
県
)

つ
く
ば
市
は
、
研
究
者
や
留
学
生
な
ど
約
一
四
〇
か
国
、
約
八

千
七
百
人
の
外
国
人
が
住
む
⽛
国
際
都
市
⽜
で
あ
る
。
虹
の
会
は
、

つ
く
ば
市
や
そ
の
周
辺
地
区
に
住
む
外
国
人
の
支
援
と
国
際
交
流

を
目
的
と
し
て
、
一
九
八
一
年
の
発
足
以
来
、
外
国
人
へ
の
生
活

支
援
や
日
本
語
講
習
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
日
本
語
ク
ラ
ス
で
は
、

毎
年
百
名
を
超
え
る
外
国
人
が
学
ん
で
お
り
、
今
ま
で
の
累
計
で

三
千
人
が
参
加
し
、
二
千
人
が
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
と
い
う
。
ま

た
、
外
国
人
に
必
要
な
生
活
情
報
冊
子
を
提
供
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
も
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
バ
ザ
ー
に
よ
る
生
活
必

需
品
の
提
供
、
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
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つ
く
ば
在
住
の
外
国
人
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
。

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ

居
場
所
を
求
め
る
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
活
動

⽛
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
⽜

(代
表

鴻
巣
麻
里
香
)(福
島
県
)

代
表
の
鴻
巣
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
、
学
校
や
家

庭
で
の
生
き
づ
ら
さ
に
悩
む
人
た
ち
に
安
心
で
き
る
居
場
所
を
提

供
し
よ
う
と
、⽛
駆
け
込
み
寺
⽜
と
⽛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
⽜
を
意
味

す
る
⽛
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
⽜
が
立
ち
上
が
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
後
の
福
島
で
は
、
被
災
や
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
心
に
深
い

傷
を
負
っ
た
人
も
多
く
、
悩
み
を
抱
え
る
人
々
の
生
き
る
環
境
は

複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
専
門
的

な
ケ
ア
を
得
意
と
す
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
⽛
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
⽜
は
、
困
っ
て
い
る
人
々
へ
の
相
談
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
他
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
無
料
で
食
事
を
提
供
し
学
習
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
な
う
⽛
ま
か
な
い
こ
ど
も
食
堂
た
べ
ま
な
⽜
を
毎
週
開
催
し

て
い
る
。

盆
踊
り
を
通
し
て

地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
企
画
・
実
施

⽛
盆
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
2
0
1
7
⽜

(代
表

喜
瀬
沙
織
）
(茨
城
県
)

⽛
盆
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
⚒
⚐
⚑
⚗
⽜
は
、
筑
波
大
生
が
中
心
に
二
〇
一
五

年
に
発
足
し
た
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
団
体
で
、
研
究
学
園
駅
前
公
園
で

⽛
盆
踊
り
⽜
と
⽛
バ
ン
ド
演
奏
⽜
を
掛
け
合
わ
せ
た
ま
っ
た
く
新
し

い
祭
り
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
九
月
は
第
三
回

目
の
開
催
と
な
り
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
つ
く
ば
で
生
活
す
る
学

生
、
留
学
生
、
地
域
の
人
々
、
外
国
人
が
、
老
若
男
女
、
国
籍
に

関
係
な
く
、
楽
し
み
関
わ
り
合
え
る
よ
う
に
と
の
想
い
か
ら
、
曲

目
の
選
定
や
踊
り
の
振
り
付
け
に
は
か
な
り
の
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
踊
り
は
古
典
的
な
も
の
か
ら
つ
く
ば
市
の
地
域

の
盆
踊
り
、
さ
ら
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
を
創
っ
た
り
と
、
多

く
の
時
間
を
か
け
て
形
に
し
て
い
く
と
い
う
。

祭
り
の
運
営
は
地
域
の
商
工
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々

の
協
力
を
得
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
つ
く
ば
市
の
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
の
お
祭
り
に
は
で
き
る
だ
け
関
与
し
、
地
域
と
の
新

た
な
き
ず
な
を
深
め
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

個

人

パ
ソ
コ
ン
点
訳
を
多
数
完
成
さ
せ

読
書
の
喜
び
を
視
覚
障
害
者
に
伝
え
る
活
動

東
久
美
子
（
岩
手
県
)

好
き
な
本
を
視
覚
障
害
の
方
々
に
も
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
強

い
気
持
ち
か
ら
通
信
教
育
を
受
け
、
昭
和
五
十
七
年
最
初
の
点
訳

⽛
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
の
お
く
り
も
の
⽜
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
た
手
打
ち
の
点
訳
は
、
平
成
六
年
ま
で
の
十

年
間
で
四
十
タ
イ
ト
ル
に
も
及
ん
だ
。
更
に
パ
ソ
コ
ン
の
点
訳
ソ

フ
ト
が
開
発
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
研
修
を
受
け
、
平
成
二
十
五
年
ま

で
の
十
三
年
間
に
百
タ
イ
ト
ル
の
パ
ソ
コ
ン
点
訳
を
完
成
さ
せ
て

い
る
。
現
在
ま
で
に
校
正
し
た
分
量
は
、
百
三
十
頁
で
一
巻
と
し

て
約
二
百
巻
に
も
な
る
。
東
さ
ん
が
手
が
け
る
点
字
は
、
挿
絵
の

部
分
や
漫
画
本
、
電
化
製
品
の
説
明
書
に
ま
で
及
ぶ
。
根
気
の
い

る
こ
と
で
あ
る
が
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
啓
発
活
動

栗
田
洋
子
（
愛
知
県
)

二
〇
一
五
年
十
二
月
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
基
本
法
が
施
行
さ

れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
⽛
国

民
の
責
務
⽜
と
な
っ
た
。
次
女
が
重
い
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー

で
あ
っ
た
栗
田
さ
ん
は
、
娘
の
命
を
守
る
た
め
小
学
一
年
生
か
ら

五
年
生
ま
で
教
室
で
付
き
添
っ
た
。
栗
田
さ
ん
自
身
が
脳
腫
瘍
を

患
い
死
を
意
識
し
た
と
き
、
自
分
の
代
わ
り
に
な
る
も
の
を
残
し

て
や
ら
ね
ば
と
考
え
、
手
術
後
二
年
を
か
け
て
カ
ラ
フ
ル
な
ち
ぎ

り
絵
が
目
を
引
く
最
初
の
絵
本
を
手
作
り
し
た
。
二
〇
一
四
年
に

は
絵
本
⽛
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
さ
あ
ち
ゃ
ん
⽜（
ポ
プ
ラ

社
）
を
出
版
し
た
。
栗
田
さ
ん
は
、
こ
の
二
冊
を
手
に
全
国
を
回

っ
て
い
る
。
次
女
の
体
験
を
基
に
綴
っ
た
絵
本
、
そ
し
て
そ
の
読

み
聞
か
せ
に
は
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を
願
う
強
い
思
い
が
に

じ
む
。

貧
し
い
人
々
に
自
活
の
道
を
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
支
援
に
奮
闘

今
田
勝
（
神
奈
川
県
)

今
田
さ
ん
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
民
層
支
援

を
始
め
た
。
と
く
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
現
地
住
民
の
食
や
生
活

改
善
の
手
助
け
を
行
い
、⽛LoloM

as

（
ロ
ロ
・
マ
ス
：
ま
さ
る
お

じ
さ
ん
)⽜
の
愛
称
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
田
さ
ん

は
大
阪
大
学
卒
業
後
、
渡
米
し
て
細
胞
学
を
学
び
研
究
者
と
な
っ

た
が
、
余
暇
を
利
用
し
て
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
を
学
ん
だ
。

定
年
退
職
後
つ
く
ば
市
に
転
居
し
て
工
房
を
開
き
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
な
ど
小
物
を
製
作
・
販
売
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
支
援
を
行
っ
て

い
た
が
、
現
地
で
の
深
刻
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
現
地

の
人
が
自
立
、
自
活
で
き
る
手
段
の
構
築
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
教
会
が
運
営
す
る
現
地
の
職
業
訓
練
校
で
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
技
術
を
教
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
を
促
す
こ
と
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

数
々
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力

米
沢
智
秀
（
茨
城
県
)

米
沢
さ
ん
は
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
曹
洞
宗
高
雲
寺
の
僧
侶
で
、

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
。
平
成
九
年
の
ナ
ホ
ト

カ
号
重
油
流
出
事
故
以
来
、
中
越
地
震
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
、

様
々
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
に
い
ち
早
く
駆
け
付
け
、

災
害
発
生
直
後
の
対
応
に
実
績
を
残
し
た
。
い
わ
ば
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
え
る
。
平
成
十
九
年
の
能
登
半

島
地
震
で
は
現
地
に
四
十
日
間
滞
在
し
、
被
災
者
の
心
に
寄
り
添

う
傾
聴
活
動
を
展
開
し
た
。
米
沢
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
る
実
績
か

ら
、
現
地
の
社
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
っ
て
、
被
災
直

後
に
必
要
な
様
々
な
活
動
は
も
と
よ
り
、
長
期
的
な
支
援
が
継
続

で
き
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
と
運
営
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
の
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

15
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16

無変化動詞の共時的・通時的分析

Beatなどの無変化動詞と、acceptなどの規則動詞が並存し

ている原因を探る場合にも通時的分析は有効であると思われ
る。そこで、⽝オックスフォード英語辞典⽞（以下OED 2）の記
述を参考にして、無変化動詞の語源と最初に引用された年代
を調べてみた。その結果、分析対象の22例のうち、OEに由来
する動詞は、過去形には-(e)de、過去分詞には-(e)dという
接尾辞が付加されていた。これらの接尾辞の無強勢母音は
OEの後期から弱化し始め、中英語（以下ME）末期までに消
失した結果、語末には tt という子音連結が生じた（OE
settede >ME setd > sett）。ただし、cnyttan, lettan, settanな
どは、OEですでにcnytt, lett, settの段階に達していた。語末
の子音連結のttはやがて単純化してtとなったが、その後、接
尾辞-(e)d(e)が付加されることはなかった。一方、MEに由
来する⚖語（cast, cost, hurt, sprit, thrust, wont）には新しい接
尾辞-(e)dが付加されたと思われるが、この接尾辞は他の動
詞の無語尾形との⽛類推⽜によって脱落したと考えられる。

無変化動詞と規則動詞の通時的相違

語源から判断すると、無変化動詞は語尾が消失した結果生
じたと考えられる。そこで、規則動詞についても、OED 2を
参考にして初出の年代を調べた。その結果、規則動詞のうち
OEまでさかのぼれるのはbleatのみであり、他はすべてME
以降にフランス語やラテン語などから借用されたため、それ
以前の接尾辞の母音の弱化や子音の脱落は受けなかったこと
がわかった。したがって、bleatを除く動詞は、無変化動詞の
かつての語尾ttが脱落した後の1200年以降、フランス語やラ
テン語から借用されたと考えられる。ただし、OE起源の
bleatが無変化ではなくて規則動詞である理由は不明である。

goの不規則な語形変化の原因

次に、go~went~goneという不規則な活用の原因は過去
形のwentにあることは歴然としている。しかし、この問題
を別語のwentによる⽛補充⽜として片付ける前に、goの語
形変化をOEから現在までたどってみたい。今回はgoの直説
法・過去の通時的語形変化に焦点を当ててみた。
GoのOEの不定詞gan[ga：n]の語頭の子音[g]は現在と過
去分詞に維持されているが、過去形のeode, eodest, eodonは
すべて母音eo[e：o]で始まっている。eodeは現在のif, year,
yellow, yardなどの語頭の子音のように、OE以前は[g]で始
まっていたが、前舌母音の影響で[g]が[j]を経て[e]に変化
したと考えられる。なお、goのMEの語頭の⚓に似た文字は
gの筆記体に由来し、発音は[j]であった。OEのeodeはME
では⽛わたり音⽜の[j]が生じてyeodeとなり、その後、アク
セントの移動により、yodeとなった。イギリス南部では15世
紀からeodeに代わってwendan ʻturn, goʼの過去形のwentを
用いるようになり、yede, yodeは18世紀に廃語となった。

be動詞の語形変化

現在のbe動詞の語形変化は、長期にわたる複雑な変化の
結果として、かなり単純化している。このことは、現在のbe
動詞を語形で分類すると、①母音で始まるam, are, is、②w-
で始まるwas, were、③b-で始まるbe, been, beingの⚓通り
に分けられることからも明らかである。しかし、⚓通りの動
詞には共通点がないことから、別々の動詞であった可能性が
ある。そこで、OEからMEを経て現代英語に至るまでのbe

動詞の変化をまとめると、次の⚘点となる。
① be動詞のみで表わせる時制は現在と過去であることか
ら、She will surely be a good motherのような未来時制は
助動詞will の助けを借り、When I arrived at the station,
the train had already startedのような完了時制は助動詞
haveがなければ表わせない。

② 法は直説法も仮定法も整っている。一般に命令形と呼ば
れているのは法であり、一人に下す場合と複数の人に下す
場合では語形が異なる。

③ OEのbe動詞の組織には現代英語にはないs-で始まる
語のグループ（sindon, sie, sien）があり、⚔種類の動詞（す
なわち、s-で始まる語群、母音で始まる語群（eom, eart, is),
b-で始まる語群（beo, bist, bith, beoth）, w-で始まる語群
（wes, wesath, wesan）が⚒つの大きなグループを形成して
いる。

④ 現在の過去分詞のbeenに対応する語形がないなど、不
完全な組織となっている。

⑤ MEでは、be, beethという命令法の語形がbeの系列に
一本化されている。

⑥ 現在分詞はbeondeに代わってbeingが登場している。
⑦ be動詞は極めて簡素な組織になっている。
⑧ OEとMEになかったare（< ME are(n)< OEノーサン
ブリア方言のaron）と過去分詞のbeenが出現し、areは⚒
人称の単数と複数を兼ねるようになった。

ま と め

今回、動詞の活用の規則性に焦点を絞り、通時的観点から

分析し、以下のような指摘を行った。
現代英語の動詞は過去時制に語尾-(e)dを付加する規則動

詞と、それ以外の不規則動詞に区分されているが、前者はか
つての弱変化動詞と一部の強変化動詞に由来する。ところが、
通時的に分析すると、OEの強変化に由来する不規則動詞は
現在でもかなり規則的に変化し、無変化動詞はOEの弱変化
動詞までさかのぼれる。このように、かつての強変化・弱変
化という区分とその特徴は現在もかなりの程度維持されてい
ることから、現代英語の動詞の活用の特徴を理解するには、
規則動詞・不規則動詞という区分より、強変化・弱変化と分
ける方が好ましい。
その他、現代英語の動詞の組織における活用上の不備や疑

問点もほぼ解消できた。このように、現代英語の語彙に関す
る情報を分析する場合、通時的情報は有益かつ不可欠であり、
とりわけ語源の情報は無視できない。語彙には長い歴史の中
で生じた綴り方・発音・意味・品詞などの情報が数多く込め
られていることから、それらを通時的に読み解くことによっ
て、英語の言語特徴を深く理解することができる。
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公開講座 平成29年⚙月23日㈯ ⚒時～⚓時半
筑波研修センター

藤原教授の英語のはなし 第16弾
⽛動詞の語形変化のなぞを探る⽜

講 師：藤 原 保 明 (筑波大学名誉教授)

はじめに
英語の発音・綴り字・語形・語句の意味・語と語の関係な
どは、これまで1300年以上の間に大きく変化し、それらの情
報の多くは単語の中に封じ込められている。それゆえ、英語
に関するさまざまな疑問は時代をさかのぼらなければ解消し
ないことが少なくない。たとえば、walk~walked~walked
という規則的な変化と比べて不自然なgo~went~goneとい
う動詞の語形変化や、I am, she is, you are~I was, she was,
you wereなどのbe動詞の多様な語形変化から、明確な一般
化を引き出すのは困難である。一方、was~wereという過去
形の数の区別がbe動詞だけにあるのはなぜかという疑問も
容易には解けない。今回はこのような英語の動詞の語形変化
の疑問に挑んでみた。

動詞の活用の規則性

英語の動詞は⽛活用⽜と呼ばれる語形変化によって人称・
数・時制・法・態を区別し、過去形と過去分詞形に語尾-(e)d
を付加する⽛規則動詞⽜と、それ以外の方法による⽛不規則
動詞⽜に分けられる。時制は、⚑語で表わせるのは現在と過
去だけであり、未来と完了は助動詞のwill, shall, haveや be
going toなど、別の語と組み合わせて表わされる。一方、活
用はwalk~walks~walked~walked, go~goes~went~gone,
sing~sings~sang~sungのように、現在と過去の時制と現在
の人称と数を区別するだけであり、法と態を表わす特別な
語形はない。さらに、be動詞には他の動詞にはない was ~
were という過去時制に数の区別があるので、この理由も明
らかにしたい。

不規則動詞の規則性

⽛規則動詞⽜は allow~allowed~allowed, hope~hoped~
hoped, lay~laid~ laidのように過去形と過去分詞形の⽛語幹⽜
に語尾-(e)dが付加され、語幹の母音は変化しないことから
⽛弱変化動詞⽜と呼ばれている。一方、不規則動詞の多くでは、
speak~spoke~spoken, drink~drank~drunk のように語幹
の母音を規則的に変化させて過去形と過去分詞形が作られて
いる。この方法による動詞は古英語（以下、OE）では⽛強変
化動詞⽜と呼ばれ、321語が用いられていたが、このうちの65
語だけがかつての特徴を維持している。

強変化動詞と弱変化動詞の活用

OEの強変化動詞と弱変化動詞の活用には次のような興味
深い事実が含まれている。
① 仮定法は現在時制と過去時制の両方にあり、単数と複数
を区別していた。
② ⽛命令形⽜と呼ばれている⽛法⽜では、命令される側が⚑
人と⚒人以上では語尾が異なっていた。
③ 現在分詞の語尾は-ingではなく-endeであった。

④ すべての過去時制に数の区別があった。
⑤ 使用頻度の高いcome, eat, go, run, see, takeなどの動詞
は⚑音節語が多いが、OEの大半の動詞は⚒～⚓音節語で
あった。

⑥ ⚓人称・単数・現在の語尾は-(e)sではなかった。

弱変化動詞が不規則動詞となった理由

⽛不規則⽜とみなされている keep~kept~kept, sleep~
slept~slept, weep~wept~wept, deal~dealt [delt]~dealt
[delt], lean~leant[lent]~leant[lent], leave~left~ left など
では、不定詞の長母音は過去と過去分詞では短母音となり、
語末は無声閉鎖音の[t]で終わり、その直前には子音がくる
という⽛規則性⽜が認められる。これらの動詞の不定詞の長
母音が過去と過去分詞で短化した原因は、語末の無声閉鎖音
の[t]が⽛強子音⽜であり、強く、長く発音されることから、
直前の母音がその代償として短縮したことにある。

無変化動詞の規則性

語形が全く変化しない⽛ゼロ屈折⽜と呼ばれるbeat~beat

~beat, cut~cut~cut, rid~rid~rid, spread~spread~spread
のような動詞も⽛不規則⽜とみなされている。これらの動詞
の⽛無変化⽜は動詞の活用の原則から完全に逸脱していて、
しかも、該当例は少なくないことから、このような例が生じ
るに至った経緯を明らかにせねばならない。これらの例は、
すべて弱変化動詞の過去形と過去分詞形の語尾と同じ閉鎖音
の[t]または[d]で終わることから、語末の子音の無変化と関
係がありそうである。
Beatと同じように、acceptも無声閉鎖音の[t]で終わって

いるが、語尾-edが付加され、accepted~acceptedのように
規則動詞となっている。しかも、このような動詞はaccept,
accumulate, acquaint, act, admit, bait, ballot, banquet, bat,
bateのように、a-またはb-で始まる語だけでも数が多いこ
とから、語尾の閉鎖音だけが⽛無変化⽜に関与しているので
はないことがわかる。それゆえ、同じ閉鎖音で終わる動詞が
beatなどでは無変化になり、acceptなどでは⽛規則動詞⽜と
なる理由について考察したい。
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平
成
28
年
度
秋
田
茗
渓
会

総
会
・
懇
親
会
報
告

長
野
茗
渓
会
活
動
報
告

茗
渓
・
東
西
南
北

長
野
茗
溪
会
は
、
毎
年
、
総
会
の
開
催
を
大
き
な
事
業
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
松
本
市
の
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
松
本
に
て
、

⚖
月
25
日
、
午
前
中
に
役
員
会
を
行
い
、
午
後
か
ら
総
会
・
懇
親

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
会
務
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
平

成
29
年
度
の
役
員
・
事
務
局
体
制
、
事
業
計
画
案
、
予
算
案
に
つ

い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務
局
は
、
二
年
ご
と
に
改

選
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
今
回
、

松
本
深
志
高
校
か
ら
野
沢
北
高
校

に
移
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
本
部
か
ら
宮
尾
徹

本
部
理
事
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え

し
、
60
名
を
超
え
る
会
員
が
参
加

し
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
研
修
と
し
て
、
高
校
教
育

課
高
校
改
革
推
進
係
主
幹
指
導
主

事
田
畑
邦
仁
様
か
ら
⽛⽝
学
び
の

改
革

基
本
構
想
⽞
が
目
指
す
本

県
高
校
教
育
の
方
向
性
⽜、
信
州

大
学
教
育
学
部
准
教
授
谷
塚
光
典

様
か
ら
⽛
次
期
学
習
指
導
要
領
に

向
け
た
大
学
・
学
校
・
地
域
の
役

割
⽜
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

懇
親
会
に
は
、
例
年
以
上
に
若

手
会
員
の
参
加
が
増
え
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
、
様
々
な
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

平
成
29
年
度
愛
媛
茗
渓
会

総
会
・
懇
親
会
報
告

平
成
29
年
度
愛
媛
茗
渓
会
総
会
は
、
⚗
月
⚒
日
(日
)に
、
西
川

潔
茗
渓
会
本
部
副
理
事
長
の
ご
出
席
の
下
、
23
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
決
し
て
参
加
人
数
は
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

年
⚑
回
同
窓
生
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方

に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
茗
渓
文
化
講
演
会
で
は
、
松
山
大

学
教
授
、
永
野

武
（
筑
波
大
学
第
一
学
群
社
会
学
類
→
博
士
課

程
社
会
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
）
氏
が
、⽛
大
学
入
試
改
革
⽜
と
い

う
演
題
で
、
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
に
は
懇
親
会
を
開
催

し
、
昔
話
や
近
況
報
告
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

他
の
都
道
府
県
茗
渓
会
で
も
同
様
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

愛
媛
茗
渓
会
に
お
い
て
も
、
総
会
へ
の
参
加
者
が
固
定
化
さ
れ
て

お
り
、
な
か
な
か
新
規
の
参
加
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、
愛
媛
茗
渓
会
の
火
を
消
さ
な
い
た
め
に
も
、
少
な
い
人
数
で

も
必
ず
毎
年
開
催
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
総
会
を
計

画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。
愛
媛
県
内
で
は
、
高
校
や
中
学
校
の
管

理
職
に
就
か
れ
る
方
や
企
業
の
役
員
に
就
か
れ
る
方
も
お
り
、
茗

渓
同
窓
生
は
、
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
こ
う
し
た
同
窓
生

の
集
ま
り
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
大
切
に
し
て
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。懇
親
会
の
最
後
に
熱
唱
す
る
宣
揚
歌⽛
桐

参
加
し
た
会
員
の
半
数
以
上
が
、
筑
波
大
学
出
身
者
と
な
っ
た

こ
と
、
総
会
・
懇
親
会
参
加
者
が
教
員
の
多
い
こ
と
を
鑑
み
、
事

務
局
と
し
て
は
、
教
員
以
外
の
参
加
者
を
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て

い
く
か
、
ま
た
、
若
手
会
員
が
参
加
し
や
す
い
工
夫
等
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

役
員
会
で
提
案
の
あ
り
ま
し
た
支
部
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
も
、

事
務
局
で
検
討
し
、
来
年
度
の
総
会
に
か
け
て
い
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

な
お
、
来
年
度
の
総
会
は
、
⚖
月
24
日
の
日
曜
日
午
後
⚑
時
か

ら
、
松
本
市
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
松
本
で
開
催
予
定
で
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

の
葉
⽜
は
、
い
つ
に
な
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
と
つ
く

づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
愛
媛
県

に
と
っ
て
、
一
大
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
第
72
回
国
民
体

育
大
会
⽛
愛
顔
(え
が
お
)

を
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
⽜

で
す
。
愛
媛
県
で
の
国
体

の
開
催
は
実
に
64
年
ぶ
り
、

し
か
も
初
の
単
独
開
催
で

あ
り
ま
し
た
。
24
年
ぶ
り

の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御

来
県
、
そ
し
て
全
国
か
ら

約
⚒
万
⚒
千
人
の
選
手
や
指
導
者
が
来
県
し
、
こ
の
愛
媛
の
地
で

連
日
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
選
手
の
中
に
は
、
水
泳
競
技
の

池
江
璃
花
子
選
手
や
陸
上
競
技
の
桐
生
祥
秀
選
手
も
出
場
し
ま
し

た
。
愛
媛
県
が
目
標
と
し
て
い
た
天
皇
杯
・
皇
后
杯
の
獲
得
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、⽛
え
ひ
め
国
体
⽜
の
開
催
は
、
愛
媛
県
民
に

多
く
の
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

結
び
に
、
茗
渓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
愛
媛
茗
渓
会
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

講演する永野 武氏（愛媛県)

平
成
29
年
度
茨
城
茗
渓
会

地
歴
公
民
部
会
･夏
期
研
修
会
報
告

平
成
29
年
⚘
月
26
日
(土
)、
水
戸
市
の
⽛
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ

ー
水
戸
⽜
に
て
恒
例
の
夏
期
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
は
茗
渓
会
茨
城
支
部
の
社
会
科
部
会
と
し
て
⚑
⚙
⚘
⚔
年

(昭
和
59
年
)に
発
足
、
以
来
毎
年
夏
に
研
修
会
を
行
い
、
今
回
で

第
33
回
を
迎
え
ま
し
た
。
部
会
創
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
大
貫

力
先
生
や
池
田
都
實
康
先
生
な
ど
先
輩
方
の
ご
指
導
の
下
、
地

歴
・
公
民
分
野
を
専
攻
し
た
茗
溪
人
と
し
て
研
修
と
交
流
を
深
め

る
べ
く
、
今
日
ま
で
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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例
年
、
高
等
学
校
の
地
歴
公
民
科
教

員
を
中
心
に
30
～
40
名
が
参
加
し
て
お

り
、
近
年
は
新
規
採
用
教
員
を
は
じ
め

若
手
の
会
員
に
も
積
極
的
に
声
掛
け
を

行
い
、
茗
渓
の
諸
先
輩
方
と
の
貴
重
な

交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
筑
波
大
学
教
授
の
伊
藤
純
郎
先

生
に
も
毎
回
参
加
い
た
だ
き
、
教
え
子

の
会
員
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

研
修
会
で
は
筑
波
大
学
に
縁
の
あ
る

方
に
よ
る
講
演
会
、
並
び
に
現
役
教
員

に
よ
る
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
講
演
会
で
は
、
講
師
に
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
科
書
調
査

官
の
三
橋
浩
志
先
生
を
お
迎
え
し
、

岩
手
茗
渓
会
活
動
報
告

⽛⽛
ゆ
と
り
世
代
⽜
を
教
壇
に
迎
え
る
な
か
で
の
地
歴
科
・
公
民
科

教
育
の
方
向
性
⽜
と
題
し
て
、
変
化
が
著
し
い
昨
今
の
教
育
界
に

お
い
て
我
々
が
ど
の
よ
う
に
研
鑽
を
つ
み
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て

い
く
べ
き
か
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
発
表
は
若
手
と
中
堅
の
⚒
名
に
よ
る
授

業
実
践
や
研
究
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
の
後
は
，
同
所
に
て
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
三
橋
先

生
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
参
加
者
か
ら
の
近
況
報
告
な
ど
を

行
い
、
先
輩
後
輩
分
け
隔
て
な
く
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
⽛
宣
揚
歌
⽜
を
皆
で
高
ら
か
に
歌
い
、
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

県
内
の
各
地
で
茗
渓
の
先
輩
方
、
後
輩
た
ち
が
日
々
奮
闘
し
て

い
る
こ
と
は
、
と
て
も
心
強
く
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢

磨
し
て
茨
城
の
地
歴
科
・
公
民
科
教
育
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
、
夏
期
研
修
会
を
さ
ら
に
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
茗
渓
会
岩
手
支
部
総
会
は
⚑
月
⚙
日
に
行
わ
れ

第
五
回
・
東
京
茗
渓
会

去
る
12
月
⚓
日
(日
)第
⚕
回
東
京
茗
渓
会
総
会
・
交
流
会
が
嘉

ノ
雅
・
茗
渓
館
（
茗
渓
会
館
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か

ら
東
京
都
内
の
支
部
一
本
化
を
経
て
、⽛
東
京
都
茗
渓
会
⽜か
ら⽛
東

京
茗
渓
会
⽜
へ
と
名
称
変
更
し
た
初
め
て
の
会
と
な
-り
ま
し
た
。

総
会
で
は
高
橋
基
之
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
の
江
田
昌
祐

茗
渓
会
理
事
長
か
ら
、
も
う
す
ぐ
茗
渓
創
基
150
年
、
再
来
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
に
あ
た
り
嘉

納
治
五
郎
先
生
の
銅
像
の
建
つ
占
春
園
を
何
と
か
整
備
復
活
さ
せ

た
い
と
の
お
話
、
石
野
利
和
・
筑
波
大
学
副
学
長
か
ら
は
、
国
際

性
の
大
学
評
価
が
東
大
に
続
く
⚒
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
引

き
続
き
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
を
目
指
す
大
学
と
し
て
今
後

も
進
め
て
い
く
と
い
う
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
同
窓
で
落
語
界
真

打
の
三
遊
亭
朝
橘
師
匠
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
朝
橘
師
匠
は
、

平
成
13
年
自
然
学
類
地
球
科
学
専

攻
卒
業
。
人
生
の
仕
込
み
を
さ
れ

た
後
、
平
成
18
年
に
⚖
代
目
三
遊

亭
園
橘
師
匠
に
入
門
、
以
来
13
年
の
修
行
を
経
て
今
年
見
事
真
打

に
昇
進
さ
れ
た
方
で
す
。
大
学
時
代
の
指
導
教
官
・
小
田
宏
信
先

生
（
現
青
山
学
院
大
学
教
授
）
に
よ
る
と
⽛
豪
傑
の
一
語
に
つ
き

る
⽜
と
の
こ
と
で
誠
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
学
生
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

朝
橘
師
匠
は
つ
か
み
で
、
筑
波
大
学
の
学
生
寮
や
卒
業
研
究
の
裏

話
、
筑
波
大
学
卒
業
が
落
語
界
で
ど
れ
だ
け
役
に
立
っ
た
か
（
役

に
立
た
な
か
っ
た
か
）
に
つ
い
て
の
噺
で
会
場
内
は
笑
い
の
渦
。

ま
た
、
⚒
本
目
の
演
目
の

相
撲
ネ
タ
は
最
近
の
話
題

と
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
た
。
師
匠
の
⽛
笑
い
は

副
作
用
の
な
い
薬
で
あ

る
⽜
と
い
う
噺
を
受
け
、

会
場
か
ら
は
今
日
の
大
笑

い
で
⚓
年
く
ら
い
長
生
き

で
き
そ
う
だ
と
の
感
想
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
茗
渓
会
の
次
回
の

総
会
は
、
平
成
30
年
12
月

⚒
日
(日
)の
予
定
で
す
。

東
京
⚑
万
⚔
千
人
の
同
窓

が
集
い
人
脈
を
広
げ
、
出

会
い
を
通
し
て
人
生
の
幅

を
広
げ
る
会
で
す
の
で
、

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
事
務
局
長
・

德
田
安
伸
)

ま
し
た
。
岩
手
支
部
で
は
、
毎
年
総
会
の
開
催
を
大
き
な
事
業
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
今
回
は
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
挨
拶
と
代
議
員
報
告
が
平
藤
支
部
長
か
ら
な
さ
れ
、

議
事
と
し
て
事
務
局
か
ら
会
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
添
田
均
先
生
（
昭
和
39
年

教
大
体
）
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
か
ら
、
近
況
等
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど

も
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。
和
や
か
な
時
間
も

あ
っ
と
い
う
間
に
経
過
し
、
最
後
に
全
員
で
肩
を
組
み
、
高
屋
敷

真
吾
氏
（
平
成
17
年
筑
体
）
の
声
が
け
に
合
わ
せ
て
宣
揚
歌
を
斉

唱
し
て
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
に

一
回
の
集
ま
り
で
す
が
、
支
部
会
員
に
と
っ
て
は
旧
交
を
深
め
ら

れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

岩
手
支
部
の
場
合
、
構
成
員
の
多
く
が
教
員
で
あ
り
、
近
年
、

岩
手
県
の
教
員
採
用
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
た
め
か
、
若

手
の
構
成
員
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
職
場
の
後
輩
へ
の
声
か
け
を
強
化
し
、
若
い
会
員
の
参
加

を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
し
や
す
い

雰
囲
気
作
り
や
会
員
相
互
の
横
の
連
携
な
ど
を
深
め
、
本
会
の
活

性
化
を
目
標
に
掲
げ
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
茗
渓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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睡
眠
医
科
学
研
究
棟

睡
眠
医
科
学
研
究
棟
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ

ロ
グ
ラ
ム
(Ｗ
Ｐ
Ｉ
)に
採
択
さ
れ
た
⽛
国
際
統
合
睡
眠
医
科
学

研
究
機
構
⽜
の
研
究
拠
点
と
し
て
平
成
27
年
⚗
月
に
完
成
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
睡
眠
覚
醒
を
制
御
す
る
仕
組
み
の
解
明
、

睡
眠
調
整
に
介
入
す
る
方
法
の
開
発
及
び
睡
眠
障
害
に
関
連
す

る
深
い
代
謝
疾
患
や
神
経
疾
患
の
診
断
・
治
療
の
た
め
の
新
し

い
戦
略
を
促
す
開
発
拠
点
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

研
究
実
験
施
設
と
し
て
の
機
能
性
を
最
重
要
と
し
な
が
ら
も
、

研
究
者
同
士
の
交
流
を
促
す
空
間
構
成
や
森
と
池
が
残
さ
れ
た

敷
地
環
境
を
最
大
限
に
活
か
し
た
空
間
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
新
た

な
発
見
や
創
造
を
生
み
出
す
世
界
的
研
究
拠
点
に
相
応
し
い
施

設
と
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ポ
ー
ツ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ポ
ー
ツ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
は
、
国
内
外
の
体

育
系
大
学
・
関
連
組
織
・
企
業
と
大
型
連
携
事
業
（
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
を
円
滑
に
、
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
、
わ
が
国
随
一
の

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
分
野
の
連
携
事
業
拠
点
と
し
て
平
成
29

年
⚒
月
に
完
成
し
た
。
施
設
内
に
は
、
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生

等
を
国
際
ス
ポ
ー
ツ
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
成
す
る
⽛
つ
く
ば
国
際

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
⽜（
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）、
競
技
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
関
す
る
各
種
の
用
具
・
器
具
を
開
発
す
る
⽛
ス
ポ
ー
ツ

Ｒ
＆
Ｄ
コ
ア
⽜、
次
世
代
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
推
進
す
る
⽛
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
ハ
イ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
⽜（
Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｐ
）
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
及
び
国
際
性
の
日
常
化
、
日
本
に
居
な

が
ら
異
文
化
交
流
が
体
験
で
き
る
住
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
29
年
⚓
月
に
GlobalV
illage（
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
）
⚗
棟
（
310
人
）
と
、
D
aiw
a
Lease-Com
m
unity

Station（
大
和
リ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
完
成

し
、
⚔
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
平
成
30
年
⚓
月
に
は
更

に
GlobalV
illage⚔
棟
（
190
人
）
が
完
成
し
全
11
棟
と
な
る
。

GlobalV
illageは
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型

の
学
生
宿
舎
と
な
っ
て
お
り
、
交
流
の
場
と
な
る
D
aiw
aLease

Com
m
unity
Stationは
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
様
に
利
用
で
き
る
ホ

ー
ル
や
、
日
本
文
化
を
体
験
す
る
た
め
の
和
室
等
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。

20

筑波大学トピックス 筑波大学の施設

所 在 地：茨城県つくば市天久保2-1-1
建築面積：1,444.39㎡
延床面積：7,995.72㎡
鉄筋造⚖階建

DaiwaLease Community Station
所在地：茨城県つくば市天久保2-1-1

建築面積：510.36㎡
延床面積：989.01㎡
鉄骨造⚒階建

所 在 地：茨城県つくば市天久保3-1-1
建築面積：1,022.59㎡
延床面積：3,154.18㎡
鉄筋コンクリート造⚔階建
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⚒
⚐
⚑
⚗
年
⚗
月
⚘
日
土
曜
日
に
嘉
ノ
雅
茗
渓
館
（
茗
溪
会

館
）
で
東
京
教
育
大
学
・
筑
波
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
創
部
55
周

年
を
記
念
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

現
役
学
生
を
含
め
て
70
余
名
の
参
加
が
あ
り
、
お
開
き
と
な
っ
た

あ
と
も
近
隣
の
店
で
二
次
会
、
三
次
会
と
盛
り
上
が
り
続
け
、
大

変
盛
況
な
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

ヨ
ッ
ト
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
⚕
年
ご
と
の
周
年
行
事
を
茗
溪
会

館
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
前
回
の
50
周
年
で
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
感
演

出
の
た
め
茗
荷
谷
を
離
れ
て
み
た
の
で
す
が
、
今
回
ま
た
茗
荷
谷

に
戻
っ
て
来
て
感
じ
た
の
は
、
や
は
り
懐
か
し
の
地
で
の
集
い
は

格
別
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
京
教
育
大
学
時
代
の
卒
業
生
の

方
々
は
13
期
ま
で
と
、
今
年
56
期
の
新
入
生
を
迎
え
た
今
で
は
少

数
派
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
一
番
パ
ワ
フ
ル
だ
っ
た
の
は
、

何
を
隠
そ
う
東
京
教
育
大
学
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
で
し
た
。
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
往
年
の
写
真
の
映
写
が
行
わ
れ
る
の
が
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
昔
の
写
真
は
⚕
年
ご
と
に
い
つ
も
映
写
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。⽛
ま
た
か
…
⽜
と
飽
き
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
心
配
を
よ
そ
に
、
い
つ
も

⽛
懐
か
し
～
⽜
と
評
判
で
す
。

最
近
で
は
写
真
に
写
っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
と
、
ス

ラ
イ
ド
の
前
で
同
じ
ポ
ー
ズ

を
と
っ
て
当
時
を
再
現
し
盛

り
上
が
り
ま
す
。
掲
載
の
写

真
は
⚑
⚙
⚖
⚐
年
代
の
終
わ

り
の
頃
、
千
葉
県
館
山
に
あ

る
東
京
教
育
大
学
北
条
寮
の

す
ぐ
横
に
あ
る
パ
ン
屋
の
前

で
撮
っ
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の

ス
ラ
イ
ド
の
前
で
、
そ
の
時

の
⚘
名
全
員
が
す
べ
て
揃
い
、

50
年
近
く
の
時
を
超
え
て
同

じ
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
決
め
た
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。
時
代
は
折
し

も
70
年
代
安
保
の
学
生
運
動
の
嵐
が
吹
き
荒
ぶ
頃
、
東
京
教
育
大

学
で
は
筑
波
移
転
問
題
も
絡
み
、
混
沌
と
し
た
状
況
で
し
た
。
当

時
か
ら
ヨ
ッ
ト
部
で
は
新
歓
祭
で
は
、
じ
か
に
ヨ
ッ
ト
を
見
て
触

れ
て
も
ら
お
う
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
ヨ
ッ
ト
を
持
ち
込
み
展
示
し

て
い
ま
し
た
が
、
夜
中
に
と
ば
っ
ち
り
を
食
っ
て
大
切
な
ヨ
ッ
ト

を
壊
さ
れ
な
い
よ
う
、
安
全
な
隠
し
場
所
を
求
め
て
重
い
ヨ
ッ
ト

を
大
学
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
移
動
さ
せ
な
が
ら
ヨ
ッ
ト
を
守
っ

た
な
ど
の
苦
労
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
に
な
っ
て
か
ら

40
数
年
経
ち
ま
す
が
、
新
歓
祭
で
の
ヨ
ッ
ト
の
展
示
は
今
も
綿
々

と
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
中
に
北
条
寮
の
看
板
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
北
条
寮
も
ヨ
ッ
ト
部
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
外
せ
な
い

場
所
で
す
。
ヨ
ッ
ト
部
は
毎
年
夏
に
は
北
条
寮
で
長
期
の
合
宿
を

行
っ
て
来
ま
し
た
。
北
条
寮
は
長
年
住
込
み
の
ご
夫
妻
に
よ
り
維

持
管
理
さ
れ
、
合
宿
中
の
学
生
に
と
っ
て
ご
主
人
の
寮
長
が
親
父

代
わ
り
、
賄
い
の
奥
様
が
お
袋
代
わ
り
と
な
り
、
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
縁
も
あ
っ
て
卒
業
後
も
多
く
の
Ｏ
Ｂ

が
合
宿
中
に
訪
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
寮

長
ご
夫
妻
の
名
前
を
冠
し
た
⽛
深
谷
杯
⽜
を
賭
け
た
Ｏ
Ｂ
vs
現
役

の
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
部
員
の
交
流
が
行
わ
れ
て
来

ま
し
た
。
寮
長
は
そ
の
後
、
津
田
ご
夫
妻
、
村
上
ご
夫
妻
と
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
が
、
国
立
大
学
法
人
化
の
過
程
で
北
条
寮
の

こ
の
管
理
形
態
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト
の
艇
庫
を
備
え
、

ヨ
ッ
ト
部
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た
北
条
寮
で
す
が
、
今
年
⚑
月
に

は
艇
庫
内
の
物
品
を
片
付
け
完
全
退
去
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ー
ズ
保
田
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
民
間
事

業
者
に
よ
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
新
た
な
出
発
を
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
多
く
の
思
い
出
の
あ
る
場
所
で
す
が
、
時
代
の
風
向

き
は
大
き
く
変
わ
り
、
我
々
も
新
た
な
風
を
求
め
て
舵
を
切
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
北
条
寮
の
片
隅
に
は
嘉
納
治
五
郎

先
生
の
⽛
芳
躅
舎
⽜
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
長
年
そ
の
碑
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
ヨ
ッ
ト
部
Ｏ
Ｂ
の
天

辻
康
裕
先
輩
は
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
委
員

会
事
務
局
長
と
し
て
、
ま
た
、
ヨ
ッ
ト
部
部
長
を
お
引
き
受
け
頂

い
て
い
る
筑
波
大
学
体
育
系
教
授
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
本
間
(元
好
)三
和
子
先
生
は
、
日
本
水
泳
連
盟

シ
ン
ク
ロ
委
員
長
と
し
て
⚒
⚐
⚒
⚐
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
、
新
た
な
海
路
を
開
か
ん
と
ご
奮
闘
中
で
す
。

55
周
年
の
集
ま
り
は
単
に
こ
れ
ま
で
の
旧
交
を
温
め
た
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
こ
れ
か
ら
の
ヨ
ッ
ト
部
の
行
く
末
、
あ

り
方
に
つ
い
て
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
に
問
い
か
け
、
ま
た
、
新
た
な
行

動
を
起
こ
す
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

何
か
を
始
め
、
動
き
出
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
人
が
実
際
に

集
い
、
顔
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
大
学
の
同
窓
会
で
会
館
を
も
つ
大
学
は
そ
う
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
茗
溪
会
館
で
の
⚕
年
毎
の
集
ま
り
を
大

切
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
筑
波
大
学
人
間
学
類
昭
和
61
卒

ヨ
ッ
ト
部
21
期

大
畠
久
幸
)

21

ヨ
ッ
ト
部
55
周
年
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⿆昭和34年卒東京教育大学体育学部女性の会
と き 平成29年10月26日(木)
ところ 渋谷エクセルホテル東急
昨年、初めて開いた女性だけの同期会が大いに盛り上がり、一年
後の再会を果たしました。⽛去年より若返ったね⽜とお互いを讃え
つつ忽ち十代にタイムスリップ。全員相変わらずの健啖ぶり、終始
笑い声がはじけて時の経つのを忘れ、誰が言うともなく⽛来年の今
日再会⽜を約東して家路につきました。 （文責：築地弥生)

⿆筑波大学野生動物研究会OB・OG・現役生のつどい
と き 平成29年11月14日(火)～15日(水)
ところ 日光 湯ノ湖
創立42年、今年は現役生も参加でフィールドを歩きながら動物談

義の楽しいひとときを送りました。

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆筑波大学農林学類一期生 還暦記念同窓会
と き 平成29年11月⚔日(土)
ところ 千代田区大手町⽛サンケイプラザ⽜
還暦を過ぎて久々に集まりました。見てくれはそれぞれ変わりま
したが、各々が何らかの形で⽛農林⽜へのつながりを感じさせる楽
しいひとときでした。 （市石 博)

⿆35桐陸同期の傘寿懇親会開催
と き 平成29年11月⚘日(水)
ところ 筑波大学会館
東京教育大学陸上競技部昭和35年卒業生が傘寿記念の懇親会を行
った。この会には特に保谷の合宿所で親しくして頂いたラグビー部
の先輩であり茗渓会の理事長である江田先生が顔を出してくださっ
た。翌日は、大学の広報関係の方に施設を案内して頂き、陸上競技
場では後輩の部員たちを激励することができた。箱根駅伝出場を応
援するためのささやかな支援金を弘山コーチに手渡して一連の行事
を終了した。 （文責：藤井英嘉)

⿆昭和58年入学 第三学群基礎工学類1,3,4クラ合同クラス会
と き 平成29年11月25日(土)
ところ つくば国際会議場
昭和58年入学の基礎工学類⚑,⚓,⚔クラスの合同クラス会を行い

ました。これまではクラス毎の集まりでしたが、今年は卒業30周年
でもあり、一緒にやろうと声掛けした結果、22名が参加。懐かしの
筑波に集まり、近況報告などで大いに盛り上がりました。次回は
2023年に入学40周年記念の全クラス会を企画することを確認し散会
しました。 （幹事：広明敏彦)

⿆平成29年度東茗会例会
と き 平成29年11月26日(日)
ところ 池袋西口⽛北海道⽜にて
東茗会は東京高等師範学校、東京文理科大学、東京教育大学、筑

波大学で東洋史を専攻し、都内の学校に勤務する教員とOBの親睦
会です。ここ数年、筑波大学出身の出席者(後列)が東京教育大学出
身者(前列)を上回るようになりました。それでも毎年11月に開かれ
る例会では、世代を超えていつも学生時代の昔話や勤務校の話題、
さらには退職後の海外旅行の経験談で楽しく盛り上がっています。
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⿆筑波大学応援団創団30周年記念祝賀会
と き 平成29年⚗月16日(日)
ところ 茗渓会館
今年で創団30周年を迎えるにあたり、祝賀会を開催しました。筑

波大学応援団・応援団桐葉・応援部WINSのOBOG現役が100名以上
集まり旧交を温めました。30周年を記念し作成した大校旗を贈呈
し、現役による迫力のステージで大いに盛り上がり、最後は全員で
肩を組み宣揚歌で幕を閉じました。

⿆昭桐会(東京教育大学教育学部教育学科昭和30年卒)
と き 平成29年⚔月14日(金)
ところ 嘉ノ雅若渓館
卒業後62年目の懇親会です。全員80歳台となりましたが、元気に
しゃべり、飲み、最後に宣揚歌を歌って散会しました。卒業後60余
年を経ても面影は変わらないと思いますが、念のために参加者の名
前を記します。 後列左より 阿部、角谷、西ヶ谷、吉川、岸

前列左より 指宿、高倉、緑川、杉原

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆昭和42年農学卒同期会
と き 平成29年⚙月⚘日(日)
ところ 茗渓会館
私共は毎年同期会を行っています。一年毎に都内（茗渓会館）と

学友の所在地を持ち回りしています。今年は都内の年で14人が集ま
りました。 （五味武彦)

⿆筑波人文三期の同期同窓会
と き 平成29年⚖月⚓日(土)
ところ 晴海グランドホテル
毎年恒例化しつつある筑波人文三期の同期同窓会です。二次会か
らの参加者を含め約三十名が東京晴海の同期社長のホテルに参集。
忖度された社員様方より愉しい還暦同窓会ができました。来年はこ
とによるとリニューアル新装ホテルで？

⿆農林学類⚓期生会
と き 平成29年10月⚑日(日)
ところ 茗渓会館
昨年にひきつづき集まることができました。総勢21名の元気な姿

を見ることができ、近況も聞けて、大いに盛り上がりました。
(写真：宮越(佐久間)リカ、文：渡辺(草間)悟）)

⿆平成29年度 駒場筑波農業土木同窓会 総会
と き 平成29年⚗月⚘日(土)
ところ ホテルローズガーデン新宿
この同窓会は、東京農業教育専門学校農業土木
科、東京教育大学農学部農業工学科及び大学院農
業工学専攻、筑波大学農林学類、生物資源学類及
び農学研究科及び環境科学研究科、生命科学研究
科等の農業土木関係の卒業生で、会の趣旨に賛同
していただいた方たちで構成しています。年に一
度、総会及び懇親会を開催しております。本年度
の総会は、第⚔回生(昭和28年卒)～第36回生(昭
和60年卒)までの40名の会員が集い、和やかな懇
親会となりました。 （同窓会事務局：持丸晴久)
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
報
告

第
2
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
Ｈ
29
～
33
年
度
）
研
究
課
題

本
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
、
第
⚑
期
（
Ｈ
23
～
27
年
度
）
と
経
過
措
置
期

間
を
合
わ
せ
て
⚖
年
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度

第
⚒
期
の
指
定
を
い
た
だ
き
、
今
ま
で
の
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
べ
く
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

第
⚒
期
の
研
究
開
発
課
題
は
、⽛
世
界
に
提
案
で
き
る
、
探
究
力

育
成
を
目
指
し
た
茗
溪
学
園
式
中
高
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開

発
⽜
で
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
、

•
生
徒
全
員
が
対
象
で
あ
る

•
探
究
ス
キ
ル
を
段
階
的
に
習
得
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
中
学
⚑

年
か
ら
行
う

•
国
内
、
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
希
望
者
対
象
の

様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

学
校
創
立
以
来
、
高
校
⚒
年
次
の
必
修
科
目
と
し
て
き
た
⽛
個

人
課
題
研
究
⽜
が
、
探
究
活
動
の
集
大
成
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
研
究
活
動
の
質
を
高

め
、
外
部
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
発
表
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
生

徒
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢
を
よ
り
手
厚
く
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
高
校
⚒
年
次
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
実
践
活
動

と
し
て
、
数
学
、
理
科
に

お
い
て
探
求
型
の
少
人
数

講
座
を
Ｓ
Ｓ
Ｈ
学
校
設
定

科
目
と
し
て
設
置
す
る
予

定
で
す
。

活
動
状
況

研
究
発
表
会
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
な

ど
、
夏
休
み
中
に
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
の
で
、
以
下

に
紹
介
い
た
し

ま
す
。

◇
屋
久
島
研
修

（
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
・

⚗
月
）
埼
玉

県
の
春
日
部

高
校
と
の
合

同
研
究
で
第

⚑
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
時
か
ら
の

継
続
活
動
。
本
校
か
ら
14

名
、
計
24
名
が
参
加
。

◇
Ｈ
29
年
度
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研

究
発
表
会
（
⚘
月
、
神
戸

国
際
会
議
場
）発
表
者（
高

校
⚓
年
男
子
、
個
人
課
題

研
究
の
発
表
）と
補
助（
高

校
男
子
⚒
名
）
が
参
加
。

研
究
テ
ー
マ
は
、⽛
コ
ー

ヒ
ー
や
せ
っ
け
ん
水
の
液

滴
が
液
面
を
走
る
現
象
⽜
で
し
た
。

◇
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
み
や
ぎ
総
文
⚒
⚐
⚑
⚗
自
然
科
学
部
門

研
究
発
表
（
⚘
月
、
石
巻
市
、
仙
台
市
）
科
学
部
生
物
班
高
校

⚒
年
グ
ル
ー
プ
⚔
名
。
研
究
テ
ー
マ
⽛
根
の
触
覚
～
ハ
ツ
カ
ダ

イ
コ
ン
の
根
に
と
っ
て
障
害
物
と
は
何
か
～
⽜。
昨
年
11
月
の

茨
城
県
予
選
で
生
物
部
門
第
⚑
位
と
な
り
全
国
大
会
出
場
。

◇
第
⚒
回
環
境
微
生
物
系
学
会
合
同
大
会
⚒
⚐
⚑
⚗
高
校
生
に
よ

る
研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表
（
⚘
月
、
東
北
大
学
・
仙
台
市
）
発
表

者
高
校
女
子
⚑
名
。
個
人
課
題
研
究
テ
ー
マ
⽛
ネ
ジ
バ
ナ
と
菌

根
菌
の
関
係
を
探
る
～
ネ
ジ
バ
ナ
の
種
子
を
発
芽
さ
せ
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
～
⽜
優
秀
賞
受
賞
。

◇
他
に
、
•
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
⚒
⚐
⚑
⚗
全
国
大
会

（
⚗
月
、
科
学
技
術
館
・
東
京
）
科
学
部
生
物
班
。
•
産
業
総
合

研
究
所
一
般
公
開
／
中
高
理
科
系
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
（
⚗
月
、

産
総
研
・
つ
く
ば
市
）
科
学
部
物
理
班
お
よ
び
生
物
班
。
•
産

総
研
公
開
⽛
特
別
企
画
展
歴
史
テ
ー
マ
を
巡
る
⽜
イ
ベ
ン
ト
の

補
助
・
手
伝
い
活
動
を
科
学
部
無
線
班
が
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
発
表
経
験
を
積
む
こ
と
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
多
く
の
他
校
生
と
の
交
流
や
先
輩
研
究
者
か
ら
助
言
を
い

た
だ
く
な
ど
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

高
校
ラ
グ
ビ
ー
6
年
連
続
23
回
目
花
園
出
場

こ
こ
数
年
来
安
定
し
た
力
を
示
し
て
い
る
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、

11
月
19
日
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
県
予
選
決
勝
戦
を
43
対
14
と
い

う
ス
コ
ア
で
勝
利
し
、
第
97
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
（
12
月

27
日
～
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
）
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

本
校
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
全
国
大
会
初
出
場
は
⚑
⚙
⚘
⚕
年
第

65
回
大
会
で
、
創
部
（
＝
学
校
創
立
）
⚗
年
目
の
こ
と
で
し
た
が
、

以
来
回
を
重
ね
て
23
回
と

な
り
ま
し
た
。
本
チ
ー
ム

の
主
将
な
ど
、
父
が
初
出

場
の
時
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
選
手
が
⚒
名
、
父
ま
た

は
母
が
本
校
卒
業
生
と
い

う
選
手
が
⚓
名
、
計
⚕
名

が
試
合
に
出
場
し
て
い
ま

し
た
。
歴
史
を
重
ね
て
き

た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

再
び
花
園
に
茗
溪
旋
風
を

巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動など結果報告(⚙～11月）
◎中学ラグビー部：第⚘回全国中学大会
（⚙月）⚔位
【高校県新人大会結果】
◎柔道：女子個人57㎏級と63㎏級⚒名の
選手が優勝
◎体操：女子個人⚒位
◎バドミントン：男子ダブルス優勝⚓位
⚔位を茗溪で占める、女子ダブルス⚒
位、男子団体優勝（⚒年連続⚔回目）

【中学県新人大会結果】
◎剣道：男子団体⚒位、女子個人優勝
◎体操：男子団体優勝、個人優勝と⚒位、
女子団体⚓位

【文化部】
◎写真部：県総文祭写真展優秀賞⚕年女
子（関東大会へ出展）

【その他】
◎WFPチャリティエッセイコンテスト
中高生部門佳作⚔年女子(20位／19075
作品中）

SSH生徒研究発表会
(神戸国際会議場)

天然記念物である⽛ヤクシマカワゴロモ⽜の観察

ネジバナの研究は実験計画と実行力が
評価され優秀賞を受賞

県大会決勝戦（清真学園との決勝戦対戦は⚗年
連続19回目）：前半スコアは⚘－⚐、清真学園の
厳しいタックルに攻撃が寸断された
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

追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

吉野 正敏 筑波大学名誉教授 29・⚗・⚔
〒020-0585 岩手郡雫石町長山松森28-9 妻 吉野 和子
神田 民枝 19大数 29・11・⚘
〒659-0013 芦屋市岩園町33-17 長男 神田 剛
井上 正久 20農教 29・10・16
〒581-0847 八尾市東山本町6-4-19 長男 井上 要一
江藤 恵治 22体 29・⚓・27
〒869-4201 八代市鏡町鏡村1152-3 三女 江藤 紀子
阿部 清市 23体 29・⚙・⚕
〒984-0825 仙台市若林区古城3-18-9 長男 阿部 誠
町田 一 23農教 29・8・14
〒370-3342 高崎市下室田町848 妻 町田 睦子
福井 守 24大教 29・⚔・13
〒243-0041 厚木市緑ヶ丘2-10-6 妻 福井 澄子
三科 辰治 24大教 29・⚘・⚑
〒157-0076 世田谷区岡本1-30-18 妻 三科 和子
井上 勤 24大動 29・10・18
〒183-0052 府中市新町1-50-1 妻 井上れん子
新垣 進一 24文二 27・⚙・27
〒145-0066 大田区南雪谷4-11-10 妻 新垣 弘子
金子 泰三 24文五 29・⚓・11
〒190-0003 立川市栄町1-25-12 妻 金子 郁子
船崎 和夫 24理四 29・⚕・24
〒136-0071 江東区亀戸9-9-1-715 次女 船崎みさを
宮本 和正 24体専 29・⚒・⚒
〒194-0041 町田市玉川学園1-16-18 長女 石毛 京子
大石 保夫 24農教 29・11・⚘
〒437-0212 周智郡森町向天方1263-11 長男 大石 健夫
前田 昇 25大地 29・⚘・20
〒569-1031 高槻市松が丘1-18-3-303 長男 前田 一郎
加藤 精英 25文四 29・⚕・⚓
〒133-0056 江戸川区南小岩5-7-23 次男 加藤 博
北見 昭 25文四 29・⚑・24
〒104-0052 中央区月島4-17-1-1018 妻 北見 松美
増田 栄次 25文五 29・⚔・26
〒176-0002 練馬区桜台4-19-6 長女 根田 和子
倉持 利郎 26体 29・10・31
〒300-2416 つくばみらい市東楢戸91 長男 倉持 範夫
古川 家道 26体専 29・⚒・21
〒702-8044 岡山市福島4-15-10 娘 古川かおり
佐藤 敬信 27文四 29・⚕・29
〒307-0001 結城市結城1701-3 妻 佐藤ユキ子

茗渓会担当：常務執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
 
 
会社写真挿入 
 
 
 
 
〒300-3261 茨城県つくば市花畑 3 丁目 19-4 

      029-864-0301 
      029-864-4727 

     �����������������-���������� 

フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 

 

ＦＡＸ 

ＴＥＬ 

メールアドレス  

柳沢 二郎 28教大西史 29・⚙・25
〒064-0823 札幌市中央区北四条西25-2-1-903 妻 柳沢 節子
中島 秋夫 28教大農経 29・⚔・12
〒658-0046 神戸市東灘区御影本町2-9-21-801 長女 斉藤 陽子
高村 良脩 28教大健 29・8・⚙
〒248-0014 鎌倉市由比ガ浜2-22-1 長男 高村 政之
増田 茂 29教大英 29・1・18
〒202-0002 西東京市ひばりが丘北2-4-9 妻 増田 徳恵
鈴木 正義 29教大心 29・⚓・29
〒041-0841 函館市日吉町2-38-15 妻 鈴木 朋子
伊奈 太 29教大数 29・⚙・12
〒195-0053 町田市能ヶ谷1-1-5-701 妻 伊奈 昌子
大塚 浩介 30教大日史 29・10・18
〒990-0034 山形市東原町4-3-14 長男 大塚 浩平
長谷川 栄 30教大教 28・⚙・18
〒181-0016 三鷹市深大寺3-21-12 妻 長谷川志奈
永井 輝男 30教大地 29・10・⚓1
〒231-0806 横浜市中区本牧町1-59 妹 西隈 貞子
澁谷 芳明 31教大国 29・⚕・⚗
〒963-8022 郡山市西ノ内2-13-18 妻 澁谷美智子
野口 文人 31教大数 29・⚓・24
〒940-0845 長岡市花園3-3-3 妻 野口 常子
滝沢 貞夫 32教大国 28・10・20
〒380-0802 長野市上松1-15-10 妻 滝沢冨美子
上野 美之 33教大英 28・⚔・22
〒930-0898 富山市桜谷みどり町1-1-13 妻 上野 郁子
門井 昭夫 34教大英 28・8・24
〒202-0004 西東京市下保谷2-8-6 妻 門井 淑子
末永 政治 34教大体 27・⚔・16
〒890-0082 鹿児島市紫原5-45-3 妻 末永 和子
鈴木 重久 36教大教 29・⚗・13
〒241-0005 横浜市旭区白根6-22-5 妻 鈴木 篤子
小林 礼子 37教大数 29・8・27
〒146-0094 大田区東矢口3-8-22 夫 小林 包昭
浜 和彦 39教大心 28・11・26
〒061-1141 北広島市青葉町3-3-1 妻 浜 富子
依田 武 40教大法政 29・⚙・29
〒651-1212 神戸市北区筑紫が丘7-5-1 妻 依田 雅子
高山 俊彦 49教大健 29・⚕・17
〒950-0824 新潟市東区中島2-3-25 母 高山 恵子
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教
職
受
験
対
策
研
修
会

教
職
員
採
用
試
験
を
受
け
る
筑
波
大
学
生
の
た
め
の
研
修
会
を

今
年
も
次
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

期

間

平
成
30
年
⚓
月
⚔
日
(日
)～
⚖
日
(火
)

会

場

筑
波
大
学
内

体
芸
棟

定

員

50
人
（
先
着
）

資
料
代

⚗
、⚐
⚐
⚐
円
の
と
こ
ろ
茗
渓
会
が
⚕
、⚐
⚐
⚐
円

補
助

受

付

平
成
30
年
⚒
月
⚑
日
(木
)～
⚒
月
28
日
(水
)

茗
渓
会
筑
波
事
務
所
に
て

訂

正

前
号
（
平
成
29
年
秋
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い

た
し
ま
す
。

Ｐ
⚑
⽛
特
集
⽜
グ
ラ
ビ
ア

上
段

右
下
写
真

（
正
）
筑
波
大
学
准
教
授

山
口

香
さ
ん

（
誤
）
筑
波
大
学
準
教
授

山
口

香
さ
ん

Ｐ
⚙

平
成
29
年
度
⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
下
段

⚒
行
目

（
正
）
夫
は
福
岡
出
身
で
東
京
高
師
か
ら
東
京
文
理
科

大
学
を
…

（
誤
）
夫
は
熊
本
出
身
で
師
範
学
校
を
…

26

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
夏
号
か
ら
始
ま
っ
た
特
集
⽛
人
間
嘉
納
治
五
郎
を
語
る
⽜

も
本
号
の
教
育
者
と
し
て
の
実
像
に
焦
点
を
当
て
た
第
⚓
回
を
も

っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
集
記
事
に
よ
り
嘉
納
治
五
郎
先
生
に
改
め
て
興
味

を
も
た
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
筑
波
大
学

出
版
会
よ
り
⽛
気
概
と
行
動
の
教
育
者

嘉
納
治
五
郎
⽜
と
い
う

書
籍
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
号
27
頁
上
段
の
筑
波
大
学
出
版

会
の
広
告
欄
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。⚒

⚐
⚒
⚐
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
⚒
⚐
⚑
⚙
年
⚑
月
よ
り
⽛
い
だ

て
ん
～
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺
～
⽜
と
題
し
て
〝
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
初
参
加
し
た
男
〟
金
栗
四
三
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

（
⚘
頁
参
照
）

表
紙
の
言
葉
デ
ザ
イ
ン
茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

今
回
は
⚒
⚐
⚑
⚗
年
の
雙
峰
祭
(11
月
⚕
日
)の
写
真
を
選

ん
だ
。
写
真
に
は
写
っ
て
い
な
い
が
、
右
手
、
図
書
館
前
の

仮
設
舞
台
で
は
、
揃
い
の
派
手
な
衣
装
の
グ
ル
ー
プ
が
、
後

夜
祭
の
前
座
な
の
か
、
照
明
を
浴
び
て
元
気
い
っ
ぱ
い
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
を
始
め
て
い
た
。
普
段
、
私
は
予
め
場
所
を

決
め
て
撮
影
に
向
か
う
が
、
こ
の
日
は
学
生
部
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｔ

の
ブ
ー
ス
に
顔
を
だ
す
約
束
を
果
た
す
た
め
、
終
了
間
際
に

駆
け
つ
け
た
ら
、
こ
の
光
景
に
出
会
っ
た
。⽛
茗
渓
⽜
正
月
号

の
表
紙
と
し
て
は
、
時
機
は
ず
れ
で
、
し
か
も
朝
日
で
は
な

く
日
没
間
際
で
あ
る
。
し
か
し
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
大
学
祭

の
余
韻
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
い
れ
ば
と
考
え
た
。
加
え
て
、

鈍
く
重
苦
し
い
茶
色
の
校
舎
が
こ
の
時
は
赤
み
を
帯
び
て
美

し
か
っ
た
。
写
真
の
暗
部
を
よ
く
見
て
頂
く
と
、
実
は
多
く

の
学
生
や
来
訪
者
が
行
き
交
っ
て
お
り
、
並
ぶ
白
い
テ
ン
ト

で
は
サ
ー
ク
ル
や
部
が
様
々
な
店
を
開
き
、
ま
だ
ま
だ
賑
わ

っ
て
い
た
。
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平
成
29
年
度
高
齢
者
叙
勲
(⚙
月
)

瑞
宝
小
綬
章

小
島
己
三
夫
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農
教

(静

岡
)
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平
成
29
年
秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
）



茗渓1096_P27  Page 1 17/12/28 09:15  v3.40

27

大塚英語教育研究会
入会歓迎！英語(文学･語学･教育)に興味ある方

筑波大文京校舎で月例の英文講読･講演等を実施
ホームページ http : //otsuka.news.coocan.jp/

代表 藤原 保明 􎜁􎜁昭48教修英平⚓筑博文言 􎜑􎜑
E-mail : yyysstpf@mail1.accsnet.ne. jp

経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 􎜁􎜁体育専門学郡2004年卒 􎜑􎜑

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 􎜁􎜁昭和57筑基工 􎜑􎜑
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

スキューバダイビングのアセントツアー
東京都知事登録旅行業3-3443号

東京都港区赤坂6-13-19-502 03-3560-3381

取締役社長 川上 雄筰 􎜁􎜁昭和45年農芸化学卒 􎜑􎜑
http://ascent.co.jp/ kawakami@ascent.co.jp

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室

アセントツアー





桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 三谷 高康
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆寮のある学校です
◆�国際バカロレア（IB）認定校です�
2017 年 4 月から IBDP課程開始

◆�「知識」「体験」「考え方」�
――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

S S H 活 動 報 告 会
「SS研究・個人課題研究発表会」

（後援：筑波大学）開催のお知らせ
期日：平成30年2月21日（水）
会場：筑波大学大学会館
内容：�本校高校2年生SS研究および個人課題研

究（優秀研究）口頭発表・ポスター発表、
ほかにSSH活動成果報告

　　　一般公開いたします。
（詳細は下記メールでお問い合わせください）


